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“日本を元気にする”
NRI学生小論文コンテスト2011

野村総合研究所（NR I）は、企業理念として

「未来創発── D r e a m u p t h e f u t u r e .」を掲げています。

「創発」とは、多様な才能やアイデアが互いに作用しあい、

新しい価値を生み出し、全体として高まっていくことです。

この「NR I学生小論文コンテスト」は、

次代を担う若い皆さんとともに未来の社会を創発していこうと、

2 0 0 6年から行われています。

長年の景気低迷に加え、東日本大震災や原子力発電所の事故により、

日本の閉塞感がますます高まる中、今回のコンテストでは、

“日本を元気にする”斬新で力強い提案を募りました。

この冊子では、入賞論文をはじめ、審査委員の講評や応募者の感想、

コンテストを応援したNR I社員の活動などをまとめています。



新しい社会の

インフラを構築して

世界をリードする。

社会性の高い

エリートの教育を！

コミュニケーション能力

を向上させる教育で

日本を変える。

高齢者限定の

派遣会社を設立する！

震災復興に向けて

自分にしか出せない

アイデアを考える！

日本人が気づいていない

日本の魅力、強みを

世界に伝えたい。

コミュニティーを中心に

地域社会を

活性化したい。

世界的な課題の

解決策を提案して

日本の存在感を

高める。

震災後の都市モデル

について、自分の

専門性を活かして

提案する！

日本を元気にするために、
私たちは考えた。

新しい「日本型」社会の

しくみを世界に発信する。

日本に住む一員として、

何より思いやりを

大切にする。

お年寄りの笑顔が

絶えない国を

目指します。

世界の中で

日本を輝かせるためには

想像力が不可欠！

人材こそ日本の財産！

外国人を受け入れて

多様性のある

強い社会をつくる。
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募集要項

“日本を元気にする”
斬新で力強い提案を。

高校生の部 テーマ

2025年の日本を担う
わたしの夢

応募資格：日本の高校、高等専門学校（1～3年）に
在籍している、学生の個人またはペア。ペアの相手
は高校生の部の応募資格者に限る。
字数：2,500～3,000字  ＊別途 200字程度の要約を

添付。

賞：［大賞1名］賞金30万円、［優秀賞若干名］賞金
15万円、［佳作若干名］賞金3万円

留学生の部 テーマ

2025年、新しい
“日本型”社会の提案
応募資格：日本の大学院、大学、短大、高等専門学
校（4～5年）に在籍している30歳以下の、留学生
の個人またはペア。ペアの相手は留学生の部の応募
資格者に限る。
字数：4,500～5,000字  ＊別途 400字程度の要約を

添付。

賞：［大賞1名］賞金 50万円、［優秀賞若干名］賞金
25万円、［佳作若干名］賞金 5万円

大学生の部 テーマ

2025年、新しい
“日本型”社会の提案
応募資格：日本の大学院、大学、短大、高等専門学
校（4～5年）に在籍している27歳以下の学生、個人
またはペア。ペアの相手は留学生の部、高校生の部
の応募資格者でも可。
字数：4,500～5,000字  ＊別途 400字程度の要約を

添付。

賞：［大賞1名］賞金 50万円、［優秀賞若干名］賞金
25万円、［佳作若干名］賞金 5万円

※論文は日本語で作成してください。
※論文は自作で未発表のものに限ります。
※テーマをそのまま論文タイトルとせず、独自のタイトルを必ずつけてください。
※3名以上のグループでの応募は審査対象外となります。

NRI学生小論文コンテスト2011
「日本から未来を提案しよう！」

　野村総合研究所（NRI）は、「未来創発─Dream up the 

future.」という企業理念のもと、未来社会のパラダイムを洞察

し、その実現を担うことを使命としています。そうしたNRIの

社会的責任の一環として、これからの社会を担う若い世代の皆

さんに、日本の将来に目を向け、考える機会を持っていただこ

うと、2006年から「NRI学生小論文コンテスト」を行っています。

　6回目となった今回は、学生の皆さんに、社会を担う一員と

なったとき、何をしたいのか、また何ができるのかを具体的に

思い描いてほしいと考え、約14年後となる「2025年」をテーマ

の軸にしました。

　また、長年の景気低迷に加え、2011年 3月に東日本大震災や

原子力発電所の事故が起き、日本の閉塞感はますます高まりま

した。しかし、そのようなときだからこそ、前向きな意志を持つ

ことが重要と考え、“日本を元気にする”という言葉を前面に出

しました。

　本冊子は、日本全国から寄せられた1,037論文の中から、

NRIグループ社員による1次審査を経て、ジャーナリストの池上

彰さんとノンフィクションライターの最相葉月さんを特別審査

委員に迎えた 2次審査会で選出された入賞論文10点と、選出

までの過程をまとめたものです。
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高校生の部 テーマ　「2025年の日本を担うわたしの夢」

大賞 ふたたび大地に立つ
──そのために私がやれること

伊藤 愛里咲 さん　宮城県仙台第三高等学校 2年

優秀賞 思考回路のイノベーションで貧困を吹き飛ばせ
──援助からwin-winビジネスへ

岩沢 壮太 さん　島根県立隠岐島前高等学校1年

優秀賞 NEW-YEAR─2025─日本が進化する年
鄭 善治 さん　神戸朝鮮高級学校 2年

特別審査委員賞 おじいさん、おばあさん集まれ！
千島 奈々 さん　帝塚山高等学校1年

佳作 （氏名の五十音順）

大学生の部 テーマ　「2025年、新しい“日本型”社会の提案」

Japan as 'Smarter Nation'──地域コミュニティのモデル・ケースを提示し、
高齢社会の最適化をリードする国家としての日本を実現するイノベーション戦略

上田 智洋 さん　東京大学大学院　工学系研究科修士課程2年

都内に潜む買い物弱者を救済するために
海老原 航 さん　日本大学　商学部 3年

宮本 歩 さん　日本大学　商学部 3年

一人一人が「考える国」──「考えること」を活性化させるためのSNSとコミュニケーションを目指して
金 由佳 さん　東京工芸大学　芸術学部メディアアート表現学科 4年

エネルギー新時代へ、付加価値を生み出せる社会を目指して
──グローバル戦略向上のための独自性のある地域社会の役割

佐藤 亮介 さん　東北大学　工学部 3年

ITSの導入と普及
長沼 龍生 さん　東海大学　教養学部 3年

審査結果

入賞者の皆さんおめでとうございます！

入賞

大学生の部 テーマ　「2025年、新しい“日本型”社会の提案」

大賞 日本型「もったいない社会」の提案
──農業＋交通インフラという持続可能都市モデル

波利摩 星也 さん　東京理科大学大学院　工学研究科修士課程1年

優秀賞 「移民送出・受入社会」
──多様性と日本人の誇りが共存する強い日本へ

杉野 浩史 さん　早稲田大学　国際教養学部 4年

岡田 光太郎 さん　早稲田大学　法学部 3年

優秀賞 日本型・超高齢社会の創造
── Aging in Placeという考え方

堀金 美来 さん　関西大学　法学部 4年

特別審査委員賞 脱「成長」国家ニッポンの提案
髙林 龍 さん　慶應義塾大学　法学部2年

留学生の部 テーマ　「2025年、新しい“日本型”社会の提案」

大賞 該当なし

優秀賞 世界との共同集団を作る
──課題解決を輸出する社会を目指せ

李 晨君 さん　東京大学大学院　経済学研究科修士課程1年

特別審査委員賞 日本コンテンツが作る日本発「新社会」
張 慶在 さん　北海道大学大学院　国際広報メディア・観光学院博士課程1年
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アジアの相互理解のために
澤山 友佳 さん　女子学院高等学校 2年

世界に売り込め！ 世界に誇るオンリーワンの日本の技術力
──目指せ、世界に笑顔をもたらす商社マン

地引 洋 さん　早稲田高等学校 2年

IBDを恐れない社会へ
高椋 翼 さん　福岡県立三池高等学校 2年

財務官僚という夢
武原 宇宙 さん　福岡県立修猷館高等学校 2年

少子化社会からの脱却──ネットとリアルの融合という処方箋
津田 沙也香 さん　学習院女子高等科 3年

医者増殖プロジェクト──命を繋ぐ喜びを
中村 真衣 さん　茗溪学園高等学校1年

コミュニティを回復するために
中村 美咲 さん　中央大学高等学校 3年

世界へ発信するための教育
難波 未菜 さん　広島なぎさ高等学校1年

私たちに出来る事
星山 輝 さん　京都府立須知高等学校 3年

福祉環境──障害者と高齢者が安心できる街づくり
松下 悠 さん　清教学園高等学校 2年

縁を結び、心を結ぶ、国際化
山内 遼 さん　岡山県立岡山朝日高等学校1年

超高齢社会を支える総合医
吉池 優希 さん　長野県長野高等学校1年

論文の応募概況
「NRI学生小論文コンテスト2011」には、大学等54校、高校 73校から合わせて過去最多となる1,037
本の応募がありました。部門別の内訳は、大学生の部に123本、留学生の部に 41本、高校生の部に
873本です。なかには、一人で内容の異なる2本の論文を応募した学生もいました。

今回から実施した学生同士のペアによる応募は 30組ありました。部門別の内訳は、大学生の部に15組、
留学生の部に2組、高校生の部に13組です。なかには、異なる大学に籍を置く大学生同士や留学生同
士による論文や、大学生と留学生とのペアによる論文もありました。

「自律成長型」日本社会を目指す成長戦略
古嶋 十潤 さん　京都大学　法学部5年

震災復興と経済成長を両立させる「日本型スマートシティ」の可能性
──日本の強みを活かし日本の未来を切り開く

増田 侑祐 さん　立命館大学　情報理工学部 4年

留学生の部 テーマ　「2025年、新しい“日本型”社会の提案」

新興国発展の模範国へ──日本の礼儀の力と起業家制度の向上
ウィル チャン さん　東北大学大学院　工学研究科修士課程2年

共同体意識と自由な意見交換が共存する
「日本型スマートコミュニケーション社会」の構築
──日本の共同体意識と先端のコミュニケーション技術を融合する

金 沂洙 さん　立命館アジア太平洋大学　国際経営学部 3年

千 叡智 さん　早稲田大学　国際教養学部 4年

日本の唯一の資源“human resources”育成
荘 麗氷アガサ さん　立命館大学大学院　言語教育情報研究科修士課程 2年

2025年、多文化共生で新文化統合
朴 興辰 さん　立命館大学　経営学部 3年

自然のある生活環境──生活環境を改善する方法を探す
彭 岑  さん　聖学院大学　政治経済学部1年

高校生の部 テーマ　「2025年の日本を担うわたしの夢」

世界をつなぐ──もう一つのふるさとの未来を信じて
飯島 至乃 さん　本庄東高等学校 2年

命の授業
石原 桃香 さん　埼玉県立川越女子高等学校1年

私たちの創造する未来
大田 恵里圭 さん　星美学園高等学校 2年

未来への課題
上岡 彩乃 さん　横浜市立ろう特別支援学校 2年

私と iPS細胞と絶滅危惧種
小杉 茉由佳 さん　西宮市立西宮高等学校1年

社会保障制度問題を見直すわたしの夢
小林 由奈 さん　愛知県立愛知商業高等学校 3年

建築で伝える日本の技術
堺 由輝 さん　東京都立小石川中等教育学校4年（高等学校1年相当）
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大学生の部
NRI学生小論文コンテスト2011  入賞論文

＊入賞論文は基本的に原文をそのまま掲載していますが、一部、表記統一などの調整をしています。

大学生の部  テーマ

2 0 2 5年、新しい
“日本型”社会の提案

　グローバル化とインターネットの普及により、一国の

出来事が瞬く間に世界に波及する状況が生まれています。

こうしたなか、「リーマン・ショック」の影響が一気に世界

中に広がり、景気回復の道筋は見えない状況です。加え

て、今年 3月に発生した東日本大震災の爪痕は深く、復興
には長い時間がかかると思われます。

　NRIは、現在の日本に漂う経済的・社会的な閉塞状況
を打破するために、グローバル化をいっそう進める必要

があると考えています。世界には、グローバル化を進め

つつ、自国の強みを活かして国際競争力を高め、独自の

発展を実現している国々があります。日本にも、グローバ

ル化を進めつつ、自国の歴史・文化・技術や価値観などを

強みとしながら、発展する道があるのではないでしょうか。

　皆さんの知識や実体験に基づいた独自の視点から、約

14年後の2025年に向けた日本の新しい社会について、
あるべき姿を提案してください。

コンテストへの想い

未来は若い皆さんの
手の中に

「NRI学生小論文コンテスト」特別審査委員

ジャーナリスト

池上 彰 さん

NRI取締役会長

藤沼 彰久
論文執筆は論理的思考を養うもの

　NRIは、コンサルティングやシステム開発を行っている会社です。未来
を予測し、社会に向けてさまざまな提言も行っています。NRIらしい社
会貢献活動として、未来を担う人材の育成に取り組もうと「NRI学生小
論文コンテスト」をスタートし、今年で6回目を迎えました。応募数は年々
増加し、今年も優れた論文が多かったと感じています。インターネット
の普及により、情報やデータを集めるのは比較的容易な時代になりまし
た。しかし、それらをロジックでまとめて、自分の言葉で論文に仕上げ
ていくには、論理的な思考が不可欠です。今後も、若い世代に、未来に
ついて考え、論理的思考を養う機会を提供していきたいと考えています。

自分の可能性を
探る機会の一つ

　コンテストの審査委員を務めるのも、今年で3回目になりました。
高校生や大学生、留学生が、自分のビジョンを表明する場にかかわ
ることは、私自身にとっても非常に刺激になります。応募論文からは、

14年後の未来は、社会の中核となる自分たちがつくっていかなければ
いけないんだという自負が伝わってきて、たいへん心強く感じました。
このコンテストに参加することは、社会に対して何ができるのか、自分
の可能性を探る機会の一つ。彼らが活躍する未来がとても楽しみです。

「NRI学生小論文コンテスト」特別審査委員

ノンフィクションライター

最相 葉月 さん

　毎年、若い世代から勉強させてもらうような気持ちで審査に臨んで
います。このコンテストは、大学生らしい新しい視点や、高校生らしい
斬新なアイデアに触れられる素晴らしい機会です。今年は、3月11日
の東日本大震災後に一層閉塞感が強まった日本をどうしていくべきか
という問題意識を感じさせる論文が多く、とても頼もしく感じました。
日本の未来は、若い皆さんが担っていくもの。問題意識を持つことを
忘れずに、未来を見据えてしっかりと歩んでいってほしいと思います。
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　本稿では日本型の持続可能都市モデルと

して、日本が文化として持っている「もった

いない」という概念を活用し、農業の副産物

からエネルギーを抽出し交通インフラへと

使用する「農業と交通インフラの融合」を提

案する。

第1章

エネルギー消費に対する
日本の立場
　近年では新興国の発展は目覚ましく、2010

年に中国やインドでは経済成長率が10%超

となる急速な成長を遂げた1）。それらの国で

は国家の成長に伴い人々の経済活動も活発化

し、エネルギー消費が増大している。2009年

に中国国内で消費されたエネルギーは石油換

算で22.65億トンに達し、同年のアメリカ（同

21.69億トン）を抜き、世界最大となった 2）。

　都市のエネルギー消費は、新興国が先進

国へと発展する過程で増大していく。今後、

他の新興国が同様に先進国並みのエネルギ

ー消費をするようになれば、地球上の資源の

減少は加速する。現在でも年間に約39億ト

ン 3）もの石油が世界中で消費されており、こ

のままでは2025年に世界全体で必要となる

日本型「もったいない社会」の提案
──農業+交通インフラという持続可能都市モデル

東京理科大学大学院 工学研究科修士課程1年

波利摩 星也 はりま せいや

農業・畜産の廃棄物からエネルギーを生み出して交
通インフラに活用し、その仕組みを輸出するという
発想がユニーク。論文の構成力も高く評価されました。
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エネルギーは現在より2%以上増加すると予

想されている4）。

　日本も世界第3位の石油消費国5）としてエ

ネルギー問題は看過出来ない。エネルギー

や食糧に不自由せず経済的に成熟した国だ

からこそ、エネルギーに対する姿勢を問わ

れる。

　日本には昔から「もったいない」という言葉

がある。現在のような大量消費社会になっ

たのは戦後からと比較的歴史が浅く、それ

以前は自然の中で慎ましく暮らす「最小限社

会」がごく当たり前の形で生活の一部となっ

ていた。

　電化製品が登場する以前は、夏は窓を開

けて風を取り入れ、冬は薪を燃やして生活し

ていた。現代では夏にエアコンをつけること

が当然と思われていたが、震災を受けて関

東地方を中心に節電を迫られるようになって

から、エアコンの使用を控えて自然風を取り

入れ、軒下にすだれをかけるなど、生活スタ

イルに変化が見られるようになった。これは

大量消費社会という本来日本にはなかった価

値観を見直す契機となる。無尽蔵と思われ

ていたエネルギーが有限であることを認識し、

市民レベルで持続可能な都市づくりを目指

すために、今あるもので何とかしようとする日

本に本来あるべき社会像が必要とされている。

これを本稿では「もったいない社会」と称す。

第2章

「もったいない」を
エネルギーへ転換
　日本人に受け継がれてきた「もったいない

社会」をエネルギー問題に対しても用い、従

来では捨てられていたものをエネルギーへ転

換する方法を提案する。

農業・酪農の副産物やゴミから
エネルギーを生み出す

　日本国内には大量の食糧が流通しその生

産も盛んである。その一方で余った食材が捨

てられているという現状がある。生産、流通、

消費のいずれの段階でも多量の廃棄物が発

生している中で、これらを「もったいない」と

考えエネルギーに転換する方法を検討する。

　食糧を生産、流通する過程で出される廃

棄物として家畜の糞尿が挙げられる。その量

は日本国内だけでも9,000万トン 6）にも及び、

加えて流通した食糧の中でも食品廃棄物とし

て出されるものは年間1,900万トン 7）と、有

機物の廃棄は膨大な量となる。それらは放置

するとメタンガスが発生し環境に負荷を与え

るが、メタンガスは回収することによって燃料

として活用することが可能である。

　メタンガスの回収方法として、次ページの

図1に示す家畜の糞尿や食品廃棄物をメタン

発酵させる方法を採用する。

大賞 ［大学生の部］  

日本型「もったいない社会」の提案
──農業+交通インフラという持続可能都市モデル

NRI学生小論文コンテスト2011
2025年、
新しい“日本型”社会の提案

入賞作品

15



　貯留槽に集められた廃棄物は、発酵槽の

中でメタンガスとその残留物に分離する。抽

出されたメタンガスは、一定の処理をすること

によって発電機の燃料となり発電やその熱源

の利用が可能となる。また、ガスを抽出した

残りは堆肥として農業に再利用でき、廃棄物

をほとんど残さずに処理することが可能となる。

　さらに、メタンガスを改質することで、水素

を取り出すことが出来る。図1でメタンガスを

分離した際に、メタンを直接改質と呼ばれる

方法で反応させることで、下記の反応式のよ

うに水素とベンゼンを生成する。

 6CH4→C6H6+9H2

 （メタン: CH4、ベンゼン: C6H6、水素:H2）

　これによって、通常では発生してしまう二酸

図1　農業・畜産の廃棄物からのメタンガス抽出法

化炭素を抑えることができ、より環境負荷を

抑えた燃料の生産が可能となる。

農業と親和性の高い
交通インフラの整備

　都市におけるエネルギー問題解決のため

に重要な要素となるのが交通インフラである。

鉄道の発達していない都市においては自動

車への依存が高く、環境負荷も大きい。自

動車が過剰となった都市では交通渋滞が発

生し、多量の排気ガスが排出される。その

ため、自動車と鉄道のバランスが取れた交

通インフラを整備するため、前項で述べた水

素ガスを利用した「農業と交通インフラの融

再生水利用

畜糞尿等

分離槽

脱水機 堆肥化

農産廃棄物

破砕機

メタン発酵槽

ガスホルダー 発電機

発酵槽加温

脱硫

排水処理施設

電力利用

堆肥利用

液肥利用

熱利用

受入槽 貯留槽

出典：社団法人農業土木機械化協会他
「田園社会の選択肢　モモの農村環境レポート」
http://www.denenshakai.jp/tech/014.html
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図2　燃料電池自動車の仕組み

合」を提案する。

　鉄道、自動車など都市に不可欠な交通に、

燃料としてこの工程によって生成した水素を

利用し、エネルギーの生産、消費、再利用が

一つの都市内で完結する社会について、自

動車と鉄道の2点から検討を行う。

（1）燃料電池自動車

　燃料電池自動車は、水素と酸素を取り込

んで化学反応を起こし電気を発生させる燃料

電池を搭載し、その電気でモーターを回して

走る自動車である（図2）。燃料は水素と空気

中に含まれる酸素のみで、反応によって生成

される物質も水のみと、環境に与える影響が

非常に小さいことから、期待されている技術

である。すでに国内外の自動車メーカーが実

用化している技術であり、日本では2015年

に量産を開始する予定となっている。生成し

た水素を街中の水素ステーションにて供給す

ることで、水素と空気だけで走る自動車を提

供出来る。

（2）燃料電池列車

　燃料電池技術は自動車以外にも用いること

が出来る。電車も現在のような架線から電気

を供給する方式から、自動車のように燃料電

池を搭載したものへと置き換えられる。2006

年には燃料電池を鉄道車両の走行用電源に

適用した走行試験で、鉄道車両 1両を駆動

することに成功している8）ことから、燃料電池

水の電気分解

電気

空気

電流

水素
水素

水素タンク燃料電池

H2

モーター

水

水

水水素 水素

酸素 酸素

電気

燃料電池

出典：財団法人日本自動車研究所　水素・燃料電池実証プロジェクトホームページ
http://www.jari.or.jp/jhfc/
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列車の実用化は十分可能である。

　この技術を都市内交通であるLRT（Light 

Rail Transit、従来型の鉄道とバスとの中

間の輸送力を持つ、線路などの軌道を走行

するタイプの公共交通機関）へ適用し、自動

車の交通渋滞を解消する役割を担わせること

で、都市全体でエネルギー消費の少ない交

通を目指す。

小規模都市モデルにおける算定

　これらのシステムの実現性について具体的

な都市モデルを例示して算定を行う。燃料の

素となる畜産廃棄物が豊富にある北海道帯

広市をモデルとした都市において、燃料の供

給と消費が適正な規模となるかを概算する。

　水素の供給には牛の糞尿をメタン発酵さ

せたものから、前出のメタン直接改質によっ

て水素を抽出したものを使用する。メタン等

の化学反応の定義は、畜産環境整備機構に

よって発表された「家畜排せつ物を中心とし

たメタン発酵処理技術に関する手引き」に準

じる。

　帯広市は人口が168,546人、自動車保有

台数135,724台、鉄道利用者773,800人9）

である。水素を燃料とする交通のみが存在

すると仮定すると、市内における年間の水素

消費量は自動車と鉄道を合わせて2.47×105

（Nm3）となる。

　一方で生産については、牛の糞尿（原料

図3　小規模都市をモデルとした水素の供給と消費の算定

生産
□メタンガス発生量
市内の牛の数　26,290頭（全国の0.59％）
牛の比率から換算した糞尿発生量　308,865トン
牛の糞尿（原料有機物）を利用した場合

□都市の規模
人口　168,546人
自動車保有台数　135,724台
鉄道利用者　773,800人

定義
・メタン発酵中の原料有機物　分解率　35％
・発生するガスの性状
 メタンガス  65％、二酸化炭素  35％、
 硫化水素  1,000ppm
 水分は飽和水蒸気とする
※定義は畜産環境整備機構によって発表された「家畜排せつ
物を中心としたメタン発酵処理技術に関する手引き」による

メタン発生量　2.11×106（Nm3）

畜産による水素発生量　1.74×106（Nm3）＞ 交通による水素消費量　2.47×105（Nm3）

回収率　55％として
メタン1.16×106

水素　1.74×106生成

消費

□自動車
水素消費量　1km走行あたり0.0075kg

年間消費量　143,366（Nm3）
※燃費はトヨタ自動車が2014年に目標とする
燃料電池自動車の値を使用

※年間走行距離は全国平均10,000kmとする

□鉄道（LRT）
水素消費量　1km走行あたり0.13kg

年間消費量　103,436（Nm3）
※消費した水素の量は、財団法人鉄道総合技
術研究所が行った実験値を使用

※鉄道は1車両に100名乗車するものとする
※鉄道は都市内（20km）を1往復するものと
する
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有機物）のみを利用した場合を考える。市

内の牛は26,290頭であり、これは全国の

0.59%に相当する10）。全国で排出される牛の

糞尿は年間5,235万トンであり、牛の頭数の

比率によって換算した市内の糞尿発生量は

308,865トンとなる。これから算定すると、水

素は年間1.74×106（Nm3）生成することが出

来る（詳細は図3）。

　水素の生産1.74×106（Nm3）に対して消費

が2.47×105（Nm3）となり、生産が消費を上

回ることが確認された。以上の算定によって、

都市内の廃棄物から生成する水素の量は消

費される量を上回り、十分な生産能力11）があ

ることが言える。

第3章

水素を利用した交通の
普及を目指す3つの理由
　前項で挙げたような燃料電池を利用した

交通インフラを目指す理由を以下に挙げる。

（1）日本の国際競争力の維持

　近年普及が始まった電気自動車は、ガソリ

ン車に比べ部品点数が少なく構造も簡素であ

るため、新規参入が比較的容易である。その

ためベンチャー企業なども参入しやすく、日

本の自動車産業にとって難しい局面となって

いる。

　一方で燃料電池車は技術的な蓄積が必要

であり、そうした技術のある日本に優位性が

ある。日本が世界に先駆けて燃料電池自動

車を普及させることで、日本の技術力を活か

し、自動車関連産業の国際競争力を強化で

きる。

　しかし、現状ではコストが非常に高く、普

及材料を使った燃料電池の開発が急がれる

ほか、設備投資負担が大きい水素供給システ

ムには制度設計が必要であり、それを支援す

るために都市レベルから水素の利用システム

の構築を目指すべきである。

（2）日本国内の地方都市問題解決

　農業から出る廃棄物が入手しやすい地方

都市において、農業を主体とした交通インフ

ラは整備が容易であり、地域交通としての役

割を果たすことが期待できる。都市鉄道を中

心とした交通計画を進めることで、自動車社

会によって顕著化した中心部の空洞化などの

地方都市における問題の改善を目指す。

　また震災によって設備の破損や、送電線・

送水管の破損による停電や断水を目の当たり

にし、大規模インフラの脆弱性も露呈した現

在、遠くの発電所から長距離の送電線で電

気を得る生活を見直すことも必要となるかも

しれない。地域で1つ、農業や畜産の廃棄物

を燃料化する施設を持つことによって、他の

インフラ整備にかかる負担を軽減することが

出来る。
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　燃料電池自動車を住宅の電源とすることも

検討出来る。燃料電池自動車を住宅へ接続

し、そこから生活に必要なエネルギーを供給

することで、大規模なインフラから独立した

住宅が可能になるなど、燃料電池を使用した

交通インフラには地方都市が抱える問題を解

決する可能性がある。

（3）海外輸出戦略

　アジアを中心とした発展の著しい国々では、

都市部の交通渋滞対策として都市鉄道整備

の需要が高まっており、その市場規模はイン

フラ輸出の代名詞的存在である高速鉄道の

10倍が見込まれている12）。インドネシア・ジャ

カルタでは2,500万人を超える人々が生活し

ているが、鉄道の整備率は東京圏の0.07%

図4　提案概念図

と絶対的に不足している13）ため、人々の鉄道

利用率は低く、自動車への依存度が高いため

に慢性的な交通渋滞が都市問題となっている。

鉄道を整備するためには高度な保守システム

や発電所、変電所などの大規模設備が必要

であるが、新興国に新たに建設するためには

コストや環境負荷など課題は多く、エネルギ

ー消費を増大させないためにも既存の都市構

造を利用する必要がある。農業を主体とした

インフラであれば、新興国にもすでに燃料原

料があり、燃料を生成する設備を整えること

でエネルギーの生産が可能となる。

　以上の3点が、農業主体の交通インフラを

整備すべき理由である。

捨てずに使う「もったいない社会」の価値観

農業・畜産の廃棄物の再利用
燃料となるメタンガスや水素の生成

燃料電池を使用した交通インフラの整備

農業と交通インフラの融合した
持続可能都市モデル

燃料電池自動車の開発による
日本の国際競争力維持

農業主体のインフラによる
地方都市が抱える問題の改善

環境配慮インフラとして
海外への輸出
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第4章

まとめ─日本が発信して
いくもの
　新興国での食糧消費やエネルギー消費が

増える中で、燃料電池技術や有機物の再利

用は有効な技術である。日本は、捨てられ

ていたものを利用したエネルギーを使用する

持続可能都市のモデルを、国際社会に率先

して発信していく必要がある。

　そのために、燃料電池を利用した自動車、

鉄道車両やそのための道路、鉄道路線から、

燃料電池を活用するためのメタンガス回収装

置、農業技術など、日本のインフラ技術をセ

ットで輸出する「総合インフラ輸出」を目指す

ことが重要である。

　加えてゴミも副産物も利用しようとする「もっ

たいない」という日本の価値観を輸出すること

で、価値観から環境に対する意識を変えるこ

とが出来るだろう。

　都市を単なる建築物とインフラというハー

ドウェアの集合体ではなく、農業という人々

の営みの上に、「もったいない」という価値観

を合わせることで動き出すソフトウェア的存

在であると見なすことが、これからの持続可

能都市を考える上で鍵となる。

　そのためには、日本人に受け継がれてきた価

値観を再評価し、震災後の都市のあり方につ

いて改めて考える機会が必要ではないだろうか。
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1.はじめに
「閉塞」の根源とその処方箋

　バブル崩壊の後に生まれた私たちの世代

にとって、「閉塞」は今に始まった状況ではな

く、物心ついたときから常に聞いてきた言葉

である。これはリーマンショックや大地震に

よって急性的に発生したものではなく、慢性

的な日本社会の病気なのだ。そこで、本論

文で私たちは、2025年の健康な日本社会像

を描き、そのための治療法を提案したい。

　その場しのぎの対症療法ではなく、根本的

に病気を取り除くためには、まずその原因を

特定しなければならない。日本人の進路の

選択の幅の狭さ、人口の多様性の低さ、少

子高齢化による労働力・国内需要の先細り、

これらを原因とする国際競争力の低下、そし

て、国際社会における日本国の劣位・劣等

意識が、日本社会に漂う閉塞感の根源だと

私たちは考える。

　このような問題を解決するには、日本はど

のような社会を目指すべきなのか。私たちの

考えを一言で表せば、「日本人が誇りを持て

る、移民送出・受入社会」である。

「移民送出・受入社会」
── 多様性と日本人の誇りが
 共存する強い日本へ

早稲田大学 国際教養学部4年

杉野 浩史 （左）

すぎの ひろし

早稲田大学 法学部3年

岡田 光太郎 （右）

おかだ こうたろう

移民問題についてさまざまな視点で検討し、移民の
受け入れと送出を併せて進めることを提案。筆者自
身の積極的な行動姿勢も評価につながりました。
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2. 2025年、理想の
日本社会へ向かって
「移民送出・受入社会」

　現代日本の閉塞状況を打破するためには、

社会のグローバル化を進め、日本社会を移

民社会へと移行させることが最善の道である。

それは、単に少子高齢化によって減少してい

く労働力を外国人労働者受け入れによって補

うということにとどまらない。私たちの理想の

移民社会への移行とは、日本人を移民として

外国に送出することで世界に日本の誇りを広

め、外国人移民を日本社会に統合させること

で多様性ある強い日本社会を作ることである。

本章では「移民送出・受入社会」の実現が

いかにして社会的・経済的閉塞状況の克服

につながるのかを説明し、次章で、それを

実現するために、政府・企業・（私たち自身

を含めた）個人それぞれのレベルでの方策を

提言する。

　ここで私たちの考える理想の「移民送出・

受入社会」とは、端的に言えば、①公教育に

よって、国内外問わず望む進路に進める能力

を身につけられる機会を日本国民に与え、②

さまざまな国からさまざまな職業の移民を受け

入れ、かつ既存の日本人と平和に共存するこ

とができる社会である。

　まず、日本人が移民する自由を実質的に確

保する、つまり、日本人に海外で生活する能

力をつけさせることができれば、進路の選択

肢の幅は飛躍的に広がる。教育の機会に恵

まれなかったために、意に添わず日本社会に

とどまることを余儀なくされたという状況をな

くすことで、現状に対する不満を減らすことが

できるはずである。

　また、移民を受け入れることは、日本社会

に多様性を与え、また少子化により不足する労

働力を補うこともできるが、そのうえ国内需要

を増大することにもつながる。たとえば、ニュー

ジーランドでは、移民自身による消費や、移

民の出身国から訪れてくる観光客の増加など

によって、1990年以降大きな経済成長効果

がもたらされた1）。

　これら移民社会の利点は、日本企業の国

際競争力を高めてくれるはずである。楽天や

ユニクロなど、今までは国内市場で大きな利

益を上げてきた日本企業も、社員や就活生の

英語力を近年急に重視し始めている。企業

が英語を流暢に使える人材を切望しているこ

とは明らかであるし、この需要は今後ますま

す高まっていくだろう。

　また、外国市場を開発するためには、た

だ英語が話せる人材がいることだけではなく、

多様性（ダイバーシティ）が大切である。あ

る外国人経営コンサルタントは、「東京の会

議室で日本人ばかりが集まって『インド市場

をいかにして開拓するか』を議論していては

売れるものをつくることはできません」というた

とえを用いて、市場における「人口構成の反

映」、「文化的感度・尊重」の重要性を強調
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する2）。他のコンサルタントからも、民族・宗

教・言語などの多様なアジアでビジネスをす

るには、現地の事情を知悉した人材が必要

であるということが言われている3）。「移民送

出・受入社会」はこの多様性を供給してくれ

るのである。

　そして最後に、日本に出入りする大量の人

の流れは、日本のソフトパワーをより一層増

大してくれるだろう。ソフトパワーとは、国際

政治学の概念で、軍事力や経済力とは異な

る、非物理的な影響力のことである。国際

政治学者ナイによれば、移民がもたらす国家

間交流はその源になりうる4）。海外経験のあ

る日本人なら誰しもが察する通り、マンガ・ア

ニメや“カワイイ”キャラクターに代表される

ポップカルチャーから、高い技術力、勤勉さ・

礼儀正しさといった国民性、歴史ある伝統文

化に至るまで、日本は既に大きな（潜在的）

ソフトパワーを有している。それらを国力とし

て存分に活用し切れてこなかったのは、それ

を伝える人の動きが不足していたり、日本人

自身が──比較対象としての「海外」を知ら

ないこともあって──日本のソフトパワーの価

値に気付いてないせいである5）。移民の出入

りが激しくなることで、日本の価値を世界に

広める人が増え、いっぽう国内では、異文化

に触れる機会を通して日本の価値が再発見さ

れることになるだろう。

　ここまでの説明で、日本社会は「移民送出・

受入社会」を目指すべきだと私たちが主張す

る理由が明らかになったはずだ。理想の移民

社会への移行は、必然的に国民全体の意識

改革を伴う必要があり、それには時間をかけ、

あらゆるメディアを用いた国民的議論を経て、

移民政策・教育政策を策定することが不可欠

である。それに並行して（あるいは先立って）、

企業や私たち個人が果たすべき役割もある。

次章では、それらについて私たちの提案を述

べる。

3.具体的提言
　10年以上日本に漂い続けてきた「閉塞」

を打破するための提案という本論文の性格

上、前章では主に必要な変化について論じて

きたが、「日本人が祖国に誇りを持てる」社会

を作るための具体的提言を行うためには、維

持すべき要素にも触れるべきだろう。前述の

ように、日本の文化のなかにはソフトパワー

として世界に広め、“武器”とすべきものがた

くさんある。

　なかでも私たちが特に注目したいのは、ず

ばり「日本語」である。しばしば日本の企業

や大学の国際化を阻んだり、国際社会に対

する情報発信力を低めたりする原因とされ、

グローバル化の文脈では日本語はネガティブ

に受け止められがちである。しかし、独自の

言語が持つソフトパワーの力を過小評価して

はならない。たとえばシンガポールでは、食
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料品を中心に、日本語をそのままローマ字表

記で商品名にすることでブランディングしてい

る例は多い。また、産業界では、“カイゼン”

という言葉が、誇れる日本文化として日本語

と共に世界に知られることとなった。単語単

位の輸出にとどまらず、日本語の魅力を発信

していく努力が、政府・企業に望まれる。世

界各国に日本語学習者人口が増加すれば、

語学産業・日本語教師の需要も高まるほか、

日本人の自信や、国際理解の促進にもつな

がるだろう。

　このようなことに留意しつつ、以下に政府、

企業、個人への提言を述べる。

（1）政策

　「移民送出・受入社会」の実現のためには、

政府レベルでは移民政策と教育政策が肝心

となる。

　まず、教育政策においては、①義務教育

において、移民社会となった日本で外国人・

帰化人と共生できる資質を身につけさせる

こと、②高等学校教育において、国内外問

わず進学・就職などの際に望む進路に進む

ための能力を身につける機会を与えることを、

最優先の目標とする。

　この目標の実現のためには、語学・外国文

化の教育に加えて、日本国民として最低限共

有すべき文化・伝統・国家観を明確に示し教

えるべきではないかと私たちは考える。言い換

えれば、日本国民としてのアイデンティティを

教育によって定義するということだ 6）。そうす

ることによって初めて、人種・民族にかかわ

らず同じ理念を共有する日本国民として、日

本民族と日本国籍の移民がひとつの国家に

共存することができると考えるからである。

　高等学校においては、個々人の能力・希

望に合わせて、より高度な英語や第二外国

語を学べるようにする。高校卒業時には英語

圏の大学へ進学できるほどの英語力、あるい

はワーキングホリデーのような制度を利用し

て非英語圏で単純労働に従事できる語学力

をつけられる教育を提供することで、進路の

選択の幅を広げるのである。

　このような教育政策によって、日本社会に

移民送出・受入のための土壌を作る。直接

に教育されるのは高校生以下のみであるが、

アイデンティティの定義については、それを定

める過程自体が日本全体を巻き込んだ大議

論となることは間違いなく、それによって広く

膾炙するだろう。

　移民政策もまた、漸次的に外国人労働者

の数を増やし、彼らを既存の日本社会へ統

合していく形で、生来の日本人と移民双方を

慣らしていくようにするのが望ましい。

　移民政策は入国許可と統合の2つの側面

に分けて考えられる。入国許可では、人数・

出身国・職種・語学力・滞在期間などの受

け入れ基準が問題となる。従来の外国人労

働者政策は、熟練した専門家を主なターゲッ

トとして想定し、単純労働者や難民の受け入
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れは非常に限られてきた。私たちは、この

姿勢を改め、多様な移民を受け入れるべき

だと考える。なぜなら、単純労働者なども含

めた移民コミュニティが日本社会で既存の

日本人と共生することで、熟練労働者にとっ

ても日本がより魅力ある移住候補地となるか

らである。

　そのような共存を実現するために重要なの

が、移民の統合政策である。孤立した移民

社会を形成させるのではなく、日本社会の

一員として生活させるために、日本語や日本

国民のアイデンティティを教える統合教育や、

移民と日本人の交流を促進するNGOなどの

活動を奨励すべきである。

（2）企業の取り組み
　大企業から中小企業まで、外国人を積極

的に雇用することが望まれるが、そこでも彼

らの日本での生活は問題になる。ワークライ

フバランスを重視する外国人は、生活環境に

問題があればすぐに日本を離れて行ってしま

うだろう。彼らが日本での充実した生活を確

立できるようにサポート体制を整える必要が

ある。

　その一環として、「グローバル・合コン」を

企画すべきである。日本でパートナーを見つ

けることができれば、生活を安定させること

ができるうえ、その人との出会いを与えてくれ

た企業に感謝の念を抱くだろう。もちろん外

国人の文化や宗教に気を使う必要はあるが、

合コンという日本の文化を紹介し、親睦を深

める良い機会となるはずだ。

（3）私たち個人の果たす役割

　最後に、私たち自身の将来への抱負も兼

ねて、先陣を切って理想の社会の実現を目指

そうとする個人が果たすべき役割を述べたい。

　第一に、まず自らが国際的に活躍する日本

人の手本となり、後に続くものをけん引する

存在となることである。筆者らは留学中、ブ

ログやフェイスブックで生活の様子などを発

信してきたが、読者から質問を受けたり、現

地に見学に来るにあたり協力を求められたこ

とがある。海外進出の魅力を伝え、その可

能性を体現することが、内向きと言われる日

本人の認識の変化につながるだろう。

　そして、日本人と外国人の交流の機会を作

り、相互理解を深めることも重要である。そ

のための取り組みのひとつとして、筆者らは、

シンガポール国立大学の学生を日本に迎え、

学生団体や企業と交流させる研修旅行を企

画している。

　インターネットを活用することで、個人によ

る活動でも大きなネットワークを作り、社会

的影響力を持ちうる。個人の果たす役割もと

ても重大なのである。
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4.おわりに
成熟した政策議論に向けて

　以上に述べたことは筆者らが議論の末にた

どり着いた結論だが、本当に「日本人が祖国

に誇りを持てる」社会を作るためには、政治

家、官僚、学者、実業家、市民活動家など

のエリートだけでなく、すべての国民が成熟

した政策議論を重ねることが重要である。

　幸い、移民政策については諸外国の成功・

失敗例が多く存在する7）。特定の国のみに注

目するのではなく、日本の事情を踏まえたう

えで、それらを公正に評価するべきである。

　この議論は、日本国民にとってまさに「産

みの苦しみ」とも言えるだろう。しかしその先

には、グローバル化した世界の中の理想的

社会として、国際社会の手本となれるチャン

スが待っている。日本人が民主主義国家の

市民として成熟し、世界に誇れる社会を作る

ための千載一遇の機会である。
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1. はじめに
　現在、日本では「少子高齢化」現象が急

速に進行している。平成22年（2010年）の

国勢調査1）の結果、65歳以上の高齢者の数

は2,929万3千人で、前回（平成17年）比で

14.1%増加した。一方、15歳未満の子どもは

1,679万8千人で、4.1%減少した。また総人

日本型・超高齢社会の創造
──Aging in Placeという考え方

関西大学 法学部4年

堀金 美来 ほりかね みらい

図1　年齢（3区分）別人口の推移─全国（大正9年～平成22年）
（百万人）

注:昭和20年は人口調査結果による。
1）朝鮮、台湾、樺太及び南洋群島
以外の国籍の外国人（39,287人）
を除く。
2）沖縄県を除く。

出典 :総務省統計局ホームページ
「国勢調査からわかったこと」2）
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高齢者がいきいきと過ごせる「絆社会の実現」とい
うテーマに審査委員が共感。独自のアンケート調査
を行った行動力も受賞の決め手となりました。
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口1億2,805万6千人に占める、各年齢層の

割合は、次の通りとなっている。15歳未満が

13.2%、15歳以上65歳未満が 63.7%、65

歳以上が23.1%だ。この23.1%という値は、

過去最高値である。また同時に、日本は「超

高齢社会」（65歳以上の人口が21%以上の

社会）にいよいよ突入した。

　そしてこの傾向は、今後も続くと予想され

る。今回の課題年・2025年の推定値は、以

下の通りだ。総人口1億1,927万人。15歳

未満1,195万6千人（10.0%）、15歳～64歳

7,096万人（59.5%）、65歳以上3,635万4千

人（30.5%）3）。今からおよそ15年後、私たち

の周囲は、約3人に1人が高齢者となる見込

みだ。これを、どう評価するか。社会保障

費の問題は大きいが、それでもなお、日本が

世界一の長寿命国であることは、世界に誇

るべき輝かしい実績だと、私は胸を張る。日

本が世界トップレベルの長寿命化を成し遂げ

た背景として、経済成長による生活水準の向

上、医療制度の発達、健康的な日本食など

が、主な要因として考えられる。しかし、単

に長く生きるだけでは、幸せとは言えないは

ずだ。家族と共に、長年住み慣れた土地で、

有意義にいきいきと人生を全うできるよう、つ

まり“Aging in Place”が実現するよう、安

心を支える「医療」、安全を確保する「防犯」、

高齢者を取り巻く「価値観」の3つの視点か

ら、2025年の日本のあるべき姿を考えてい

きたい。

2. 地域医療の実現
現状

　介護を受けたい場所として、高齢者が本
当に望んでいるのは、一体どこなのか。長年

住み慣れた「自宅」。特別養護老人ホームや、

老人保健施設などの「介護保険施設」。介

護付き老人ホームや、高齢者グループホーム

などの「有料老人ホーム」。様々に考え得る

が、その答えを、図2が示している。

　図2より、自宅派と施設派が、ほぼ互角で

あることが読み取れよう。自宅派の理由とし

て、「住み慣れた自宅で生活を続けたいから」

が、抜きんでて最も多く、「他人の世話になる

ことや他人との共同生活への嫌悪」、「金銭

的理由」などがこれに続いている。一方の施

図2　介護を受けたい場所

内閣府大臣官房政府広報室「高齢者介護に関する世論調査」（平成15年7月）4）
より筆者作成

分からない等
13％

有料老人ホーム
9％

介護保険施設
33％

自宅
45％
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設派は、「家族に迷惑をかけたくない」という

理由が、圧倒的に多い。「専門的な介護や緊

急時の対応への期待」、「家族の仕事や住宅

構造への憂慮」が、これに続いている5）。こ

こで注目すべきが、施設派の理由である。最

も多いのは、仕事や家事で忙しい家族に対

し、自らの介護という、更なる負担を背負わ

せたくない、というある意味、思いやり精神

に長けた日本人らしい理由である。しかし日

本人の精神とは、本来そのようなものだった

だろうか。「親の面倒をみるのは、子供の当

然の役目」。「家族が一つ屋根の下に住むの

は、当たり前」。この精神こそが、昔から代々

受け継がれてきた、日本人の精神ではなかろ

うか。私は在宅医療こそが、日本精神を受

け継ぐ高齢者医療の形であると考え、その推

進を図りたい。また推測だが、施設派も、思

いやり精神を拭った本心では、在宅医療を望

む人が多いのではないかとの理由もある。よ

って、施設派が心配する在宅医療のマイナス

面を解決し、更に施設のプラス面を在宅介

護でも可能にする、理想的な在宅医療を考え

ていくこととする。

日本型・在宅医療の実現─ not「かかりつ
け医」but「在宅医療チーム」

　在宅医療には、呼吸補助や、栄養補助、
排泄補助、在宅注射（糖尿病治療のためのイ

ンスリン注射など）、人工透析などがある。そ

して、医師や看護師、介護職員（ヘルパー）

がそれらを担っている。介護職員に関しては、

平成23年6月の改正介護保険法の成立によ

り、一定の医療行為（たんの吸引など）が容

認された。また看護師と連携し、昼夜を問わ

ず、24時間対応の新たな訪問サービスを開始

するなど、今後の更なる活躍が期待されている。

　しかし私は、未だ現行の在宅医療制度は

不十分であると考える。その理由は、在宅医

療を専門とする、医師の不足が顕著だからだ。

現在、地方での医師不足が取り沙汰されてい

る。高度な先進医療技術を修得したいといっ

た理由や、医療設備、体制などから、医師が

都市部に一極集中してしまっているのだ。比

較的規模の大きな拠点病院でさえ、人材の

確保が困難な現状で、在宅医療を専門とする、

かかりつけ医（主治医）の制度を日本に普及

させることは、到底困難だと推測する。よって

私は、かかりつけ医ではなく、在宅医療を専

門とする診療所を主体とした「組織医療」を

推奨する。在宅医療を主導する、専門の地域

リーダーが、その他の地元診療所を取りまと

め、協力体制を敷くのである。要するに、個

人ではなく、チームで在宅医療に携わるのだ。

これにより、従来の、365日24時間対応しな

ければならなかった、在宅医療専門医師の負

担も大幅に軽減するだろう。またチーム医療

により、自動的にセカンドオピニオンを受ける

ことができ、より高次な医療を享受できる可能

性も高まる。つまりは、組織での在宅医療は、

医療関係者と被介護者の双方に利点があると

優秀賞 ［大学生の部］  

日本型・超高齢社会の創造
──Aging in Placeという考え方

NRI学生小論文コンテスト2011
2025年、
新しい“日本型”社会の提案

入賞作品

32



いうことだ。現在、日本在宅医学会が認定制

度を設け、在宅医療を担う専門医を養成して

いこうとする動きもあるが 6）、日本中で同じ水

準の均質な在宅医療を、一刻も早く実現する

には、既にある診療所やスタッフを活用する

方が、得策だと主張する。加えて、医師と看

護師、介護職員の3者の他に、理学療法士

や作業療法士、歯科医師、歯科衛生士、薬

剤師、栄養士らも、在宅医療を担う能力を

十分にもつと考えられる。だが、この大所帯

を一つにまとめることは、決して容易ではない。

それを解決する鍵が「IT」である。ITの活用

により、医師の診断に基づいた治療方針をは

じめ、病状や、健康状態、生活状況など、様々

な事柄を、家族も含め、治療に携わるチーム

全員が共有化することができるだろう。また在

宅医療の役割は、専門の設備や機器を必要

とするような、高度な医療の提供にあるので

はない。QOL（Quality of Life）と治療の

両立。在宅医療の真の目的を、私はこう考え

る。超高齢社会に突入した今、既存のマンパ

ワーとITを十分に生かし、地域一丸となった

在宅医療が望まれる。

3.「自警団」の形成
　私は安全や防犯について考えるにあたり、

その前提となる、隣近所との関係や意識を調

べようと、大阪府吹田市にて街頭調査を行っ

た。また併せて、取り入れたい防犯対策につ

いても伺った。

筆者による街頭アンケート

≪調査方法≫

・スーパー付近にて

・口頭調査

・回答者200名

防犯に関するアンケート
該当する数字を、○で囲んで下さい !

1.あなたの地域との関わり合いについて　
（1）ご近所の方を全く、ほぼ知らない
（2）顔は知っている、挨拶程度
（3）ご近所と、かなり親しい

2.今後、ご近所と
（1）より親しくなりたい 
（2）現状維持　
（3）関わりたくない

3.防犯のために、あなたがもっとも現実的に取
り入れたく、かつ効果的だと考えるもの
（＊1つのみ）
（1）警備会社　
（2）ご近所・地域ぐるみでの防犯活動 
（3）各々の世帯・個人による自主的な防犯活動

質問1.ご近所との現在の関係

　結果として、ご近所と「かなり親しい」人が

2割。挨拶を行うなど、隣近所で「お互いの顔

を認識している」人は8割近くに上った。「全

くもしくは、ほとんど認識していない」人は、

5%だった。疎遠社会になったと言われる昨
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図3　ご近所との関わり合いについて 図4　最も効果的かつ実践したい防犯対策

今でも、周囲に一定の関心を抱いている人が

多いことが読み取れる。

質問2.ご近所との今後の関係
より親しくなりたい…62%（124人）

現状維持……………37%（74人）

関わりたくない………1%（2人）

　今後ご近所の方と「今以上に、親密なご近

所付き合いをしていきたい」と望んでいる人が、

6割以上も存在した。質問1で8割近くを占め

た「挨拶程度・顔見知り程度」から、もう一

歩踏み込んだ、発展的な付き合い方を期待し

ている人が大勢いることが判明した。

質問 3. 現実的に最も取り入れたく、かつ
効果的である防犯対策

　「警備会社」によるセキュリティが、防犯に

対し、最も威力を発揮すると考えられ、40%

超の支持を集め、取り入れたい防犯対策とし

て最上位に選ばれた。2位は、40%弱の支持

を集めた「地域ぐるみでの防犯」。その差は、

僅差の6%であった。最下位は、各々の世帯・

個人による「自主的な防犯」となった。

　街頭調査から、本音ではより親しくなりた

いにもかかわらず、挨拶や顔見知り程度にと

どまっている現状が、浮き彫りとなった。また

警備会社によるセキュリティに比べ、効果や

取り入れやすさの面で多少劣るかもしれない

が、地域ぐるみでの防犯活動に意欲的な考え

自主的な
防犯

地域ぐるみ
での防犯

警備会社

かなり親しい
ほぼ、全く知らない

5％
19％

挨拶、顔見知り程度
76％ 0 10 20 30 40 50％
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をもつ人が多い事実も分かった。以上の結果

を踏まえ、“Aging in Place”の実現のために、

私が提案したいことが「自警団」の形成であ

る。私の指す「自警団」とは、自主的な防犯

や防災を行う、地域住民によるボランティア

組織を意味する。要は犯罪や災害といった、

地域の危険を取り除くため、住民自らが主体

となり、地域の実情や特性に沿った、独自の

活動を展開していくのである。ご近所と共同

で「自警団」を結成し、生活に根付いた協力

関係を築き、連携を深めることにより、お互い

に顔だけではない人柄そのものを理解・把握

することが可能となるだろう。そしてそれは退

職し、仕事をもたない高齢者が、地域住民と

しての仕事を担い、地元と一体となり、生活

や、ひいては人生を生きることにつながるので

ある。また「自警団」の形成を機として、地域

ネットワークが構築されれば、住民の現状を

地域全体で共有することが可能となり、孤独

死や、昨年の2010年に世間を騒がせた、高

齢者所在不明問題といった、社会問題も解決

すると思われる。

4.高齢者に『居場所』を
価値観の回復──高齢者を敬う日本文化
の再生

　衝撃的なデータがある。それが図5の「家

族の中で特に役割がないと考える高齢者の割

合」と「老親扶養を良い慣習だと考える割合」

の推移だ。己に役割がないと考える高齢者は

図5　価値観の変化

『図説高齢者白書 2006年度版』、内閣府ホームページより7）筆者作成
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1980年から1995年までの15年間、5%前後

だったが、2000年に入った途端、21.7%に急

上昇している。一方、年老いた両親を扶養す

ることが良い慣習だと考えている人の割合は、

1985年までは50%前後と高かったが、90年

に急落して以降、30%近くでずっと低迷してい

る。元来、この2つは個別のデータであったが、

相関関係があると感じ、私が1つのグラフに

整理した。その相関関係とは「老親扶養を良

い慣習だと考える割合」が激減した1985年

から1990年のちょうど『10年』後である1995

年から2000年に「家族の中で特に役割がな

いと感じる高齢者の割合」が急増し、『10年』

というスパンを経て反比例している現象のこと

だ。おそらく『10年』という年月のなかで、老

親扶養に関する子ども世代の価値観の変化が

徐々に定着し、親世代もその空気を敏感に感

じ取り、次第に家族における自らの存在意義

を感じられなくなったのであろう。

　私は今こそ「年配の方や年長者を敬う」と

いった、古き良き日本型の価値観を、日本の

若者世代に思い出してほしい。それは感情論

ではなく、現役世代の私たちが、まず自らの

意識や価値観を改めることにより『10年』後、

その傾向が再び親世代の考えを変える契機と

なるかもしれないと、論理的に考えるからだ。

政治・経済・国際情勢などのトレンドにとどま

らず、日本人の根底に流れる価値観の創造ま

でもを、私たちは担っているのである。そのこ

とを自覚し、日本型価値観を再生に導き、高

齢者が己の存在意義や必要性を感じられるよ

うな『居場所』を、もう一度、私たちの手で日

本に復活させたい。

5. まとめ
　財務省によると、2025年の社会保障給付

費（主に社会保険料+公費負担からなる）は

2010年の105.5兆円から、およそ1.3倍の141

兆円にまで膨らむものと予想されている8）。こ

れに伴い、国の歳出のなかで最も大きな比重

（2011年度で31.1%）9）を占める、社会保障費

は年々増加する見込みだ。超高齢社会の更な

る加速は必至だ。しかし、家族や地域をはじ

めとする身近な「絆」の力で、生まれ育った日

本のこの土地で、かけがえのない家族と共に、

人生を最後まで楽しむことができる日本型社

会を、日本の未来を担う私たちの手で実現し

「世界で最も有意義に、長く生きられる国」に

日本を育てて参りたい。
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1.現状認識・問題意識
　日本再生に向けて日本社会の何が問題で

あるのか。私は、「成長」が前提となって社

会や制度が構築されていることが最大の問

題だと考える。

　現在、広井良典（2011）も指摘しているが、

労働生産性が飛躍的に上昇した結果、経済

が成長すれば雇用の総数も増加するという仮

定は成り立たなくなった。その結果、失業者

が構造的に発生し、有職者も失業を恐れて

オーバーワークとなる。現代は、失業と過労

が同程度に存在する矛盾した社会であると言

える。これは、成長の時代には考えられなか

ったことだ。

　同時に、人口増加（成長）が前提となって

いる現行の社会保障・公的扶助の制度も問

題だ。内閣府の試算によれば、2025年には

総人口1億2,000万人のうち3,500万人が高

齢者となり、全人口の3割弱が高齢者となる

見通しだ。高齢者の増加は、財政圧迫の一

因となっている。また、少子化問題も数々の

政策が実行されているが、財源不足等がネッ

クとなり効果的な策を講じられていないのが

現状である。少子化は将来的な労働人口の

減少をもたらす。こういった要因は、成長の

時代に構築されたシステムには前提とされて

おらず、現状の社会保障・公的扶助の維持

脱「成長」国家ニッポンの提案

慶應義塾大学 法学部2年

髙林 龍 たかばやし りゅう

「脱『成長』国家」をキーワードに、環境効率の高い
社会づくりや寄り合いコミュニティーの形成など、具
体的な提案を展開した点が認められました。
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を益々難しくしていく。

　現在、数々の「改革」が叫ばれているが、

それらはどれも高成長が前提となりえた時代

に構築されたシステムを維持することを目的

とした「修繕」に過ぎない。我々が今必要と

しているのは、国家が経済的に成熟している

という現状に見合う社会システムの創出であ

り、コミュニティの革新である。いわば、国

家規模での脱「成長」社会の創出と言って

も過言ではないだろう。そのためにまずは

2025年を一つの目処とし、政府・政策実行

者が脱成長社会に向けて基盤を整備する必

要がある。

2.提言
──国家レベルでの脱「成長」に向けて

2.1　価値観の重心を労働生産性から環境
効率性へ

　私は、「生産性が労働生産性と定義される

労働力過小・資源過多の社会から、労働力

過多・資源過小の社会にふさわしい環境効率

性こそを生産性と定義する社会」（広井2011）

へのパラダイムシフトを提案する。このままで

は、身の回りにモノがあふれ、Webの世界は

進化していく中で、その恩恵を享受するはずの

人間はますます貧しくなっていくことだろう。そ

こで、労働力過多の時代に対し、環境効率

性の重視を提言したい。

　環境効率性を考える際に、二通りの考え方

がある。一つは技術革新である。生産技術

の向上により、生産にかかる資源の絶対量を

減少させる。この方法は、企業側にとっても

コスト削減というメリットがあるので、投資イ

ンセンティブが働くだろう。もう一つの方法が、

資源そのものを生み出すという方法である。こ

ちらは最初の方法と違い、安価な資源が安定

して供給されていれば企業には投資インセン

ティブが発生しにくい。そういった分野には行

政の介入が必要である。

　こういった分析の上で、私は都市鉱山に

注目したい。都市鉱山とは、南條道夫東北

大学教授によって提唱された、レアメタルの

価格暴騰と共に再評価されてきている概念

で、「都市から出てくる廃棄物にはさまざまな

金属が含まれている。そこで都市を鉱山と考

えて、これらの製品が廃棄物となった時にリサ

イクルしていこうとする考え方から生まれた言

葉」だ（ジャパンナレッジ）。いまや世界的に、

環境技術の開発は一種トレンドである。米国

では「New Energy for America」、英国で

も「Low Carbon Industrial Strategy : A 

vision」が打ち出された。我が国も同様の政

策を打ち出している。民主党政権が閣議決定

した新成長戦略では、「2020年までに50兆

円超の環境関連市場、140万人の環境分野

の新規雇用、日本の民間ベースの技術を活か

した世界の温室効果ガス削減量を13億トン

以上とする」とされ、そのなかには「リサイクル
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の推進による国内資源の循環的な使用の徹

底」と明記されている。

　しかし、私はこのままでは日本において都

市鉱山の活用にはつながらないのではないか、

と考えている。問題点は、あくまで市場原理

を通じた二酸化炭素の排出削減がメインに掲

げられていることである。キャップ&トレード

方式により、市場外への影響を内部化するの

が良いとするのが現在の方針だ。確かに、こ

のようにすれば環境効率を重視した投資イン

センティブが創出されるであろう。だが負の

外部性を内部化出来ない分野に関しては投資

インセンティブが働くことはない。したがって、

市場原理の利用は決定打たりえないと考える。

よって、都市鉱山を鉱山たらしめるには行政

の大幅な介入が必要だということが分かる。

　その上で、私は国営でリサイクル事業を立

ち上げることを提言したい。国営リサイクル事

業では、「実際にリサイクルを行う施設の運

営」、「リサイクル技術の研究開発」、「リサイ

クル技術の輸出」の3点が主たる業務となる。

現在、都市鉱山活用に向けて大きな障害にな

っているのが、人工鉱床（特定の資源を含む

廃棄物のみを一カ所に集めたもの）の創出方

法と鉱物と不純物の分離技術である。これら

の技術開発は企業に投資インセンティブが働

かないので、研究は基本的に大学が担ってい

るのが現状だ。また、資源安全保障の観点

からも国家が都市鉱山を活用することの意義

は大きい。近年発生した、中国の対日レアメ

タル・レアアースの実質禁輸措置は記憶に新

しいのではなかろうか。

　以上を踏まえ提言する。私は、国内外問わ

ずに関連の学者・有識者を一カ所に集めるべ

きだと考える。その目的は、第一に研究やそ

の成果を一本化することで研究開発を加速さ

せ、第二に日本をリサイクル技術の研究拠点

にし、そして第三にその技術を国内で機密と

し輸出産業として確立させることにある。国営

リサイクル事業は、知識産業でもあり、同時

に実際にリサイクルを行う事業には多くの労

働者が必要となることが想定され、労働集約

型産業でもあるのだ。したがって、前述した

失業者の増大への対策にもなりうる。

　この事業の財源は、今まで原子力開発にあ

てられていたものを流用すべきである。福島

第一原子力発電所での事故を受け、脱原発

の世論が高まるなか、今後は新規原発の建

設は難しく、巨額が投じられていた原子力開

発予算のなかでも、放射性廃棄物の処理研

究のみに歳出が絞られていくことが予測され

る。そうしたなかで、都市鉱山の開発技術は、

今まで進められてきた原子力発電所の輸出に

よる「二国間クレジット制度」の代替となりう

る。さらに、国内での資源獲得が大きな割合

で可能となれば、それだけ世界各地からの資

源運搬に関係するエネルギーの消費が減少

し、結果的に原子力発電を後押ししていた二

酸化炭素排出削減にもつながる。

　また同時に、リサイクルを前提とした製造
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規格を設ける必要がある。これは、人工鉱床

の創出に不可欠であり、国営リサイクル事業

とセットで推進せねばならない。ISO等の国

際規格が近年注目されており、企業の取得が

一種ブーム化していることからも、製造規格

の統一推進は比較的容易だと思われる。

　以上2点が2025年までに行政が主体となっ

て行うべき事だ。近い将来、レアアースやレア

メタルをはじめとした資源が枯渇していくこと

は、多くの研究で明らかとなっている。そして、

国際社会における資源の争奪戦が激しさを増

し、輸入による調達にまつわるコストが、リサ

イクルにかかるコストを上回る日も、いずれは

必ずやってくる。その結果として、労働生産性

から環境効率性へと価値観の重心が自ずとシ

フトすることになる。そうした時に、基盤の整

備が完了し技術開発も進んでいれば、自国の

産業を保護することができるのだ。そのため

には、行政や政策立案者が労働生産性から

環境効率性へと価値観の重心を先取りして移

さなければならない。

2.2　寄合コミュニティの再生
　続いては、脱「成長」社会にふさわしいコミ

ュニティを提言する。現在、合計特殊出生率

は低下の一途をたどり、日本は少子高齢社会

となった。如何に効果的な対策が取られたと

しても、目に見える効果が表れるのは少なくと

も30年後である。こうした状況のなか、私は

とある農村での取り組みに注目した。

　徳島県上勝町は、2010年に人口2,000人

を切り、うち47%が高齢者という典型的な

地方の農村である。同町は「葉っぱビジネス」

が行われるまで、徳島県で最も高齢化が進み、

かつ最も医療費給付が高い自治体であった。

ここで、上勝町で行われている「葉っぱビジネ

ス」の概要を紹介する。葉っぱビジネスでは、

料理のツマの栽培を高齢者主体で行い販売

する。そして、出荷までを町内で全て完結す

る。仕事は、入札方式で割り振られ、高齢

者は収入を得ることが出来る。月に20万から

30万円もの収入がある者も珍しくなく、年金

受給者から納税者へと変化した者も多い。さ

らに、葉っぱビジネスに従事する者は総じて

健康状態が良い。その結果、上勝町では町

営介護施設が閉鎖される事態となり、また介

護期間の平均が短縮されるという事象が報告

されている。ツマの栽培に伴う適度な運動が

肉体的健康を維持し、受注等のやりとりのな

かで生まれる対人コミュニケーションが、精神

的健康を促進することで、このような結果が得

られたのだ。上勝町から得られる教訓は、「高

齢者の活動が活発になれば、高齢者関係給

付費が減少する」ということではなかろうか。

　ところで、現在「新しい公共」という言葉が

注目を浴びている。これは、今まで行政が担

ってきた公共サービスをNPO法人や市民が運

営する形態に変化させ、地域全体で公共サー

ビスを維持しようという考えだ。ところが、な

かなか進展がないのが現状である。原因とし
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て、日本にはNPO等の活動資金となる寄付

の文化が欧米諸国のように根付いていないこ

とや、寄付税制の制定に根強い反対があるこ

とが挙げられる。

　以上の2事例を踏まえ、私は寄合コミュニ

ティの再生を提言する。これは、顔の見える

町内会などのコミュニティに法人格を与えるこ

とを主軸とする。高齢者はNPOと聞くと、ど

うしても「うさんくさい」と感じてしまうものであ

る。そこで、外部からNPOを招致したり、新

規立ち上げをしたりしなくてもよいように、町

内会のようなコミュニティを法人格化してしま

うのだ。これを中世・近世まで農村に存在し

ていた寄合に例えて「寄合コミュニティ」とし

よう。寄合コミュニティは「リタイアしたが元

気」という高齢者で構成される。第一段階と

して、自治体は、その寄合コミュニティに対し

地域の公共サービスを委託し、運営が軌道に

乗ったら寄合コミュニティが自律して運営する

ように方式を変える。金銭報酬を与えることで、

寄合コミュニティを自律した組織にする。そし

て、出発点が町内会等であれば、次第に町

内の問題についての議論が必ず起きるはずで

ある。そうした時に財源が確保されていれば、

その解決までも寄合コミュニティに期待できる。

社会問題の地産地消である。また寄合コミュ

ニティは、高齢者に活動とコミュニケーション

の場を与え、上勝町のような効果が期待できる。

　成長の時代に作られた福祉システムを解体

し、伝統的なアメーバ型の組織を取り入れる

ことで、高齢者関係給付費・地域の問題そし

て自治体の社会福祉費をも減少させることが

できるのだ。

3. 終わりに
　脱「成長」という言葉は一見すると、とても

弱腰に見える。しかし、現実を見るに、成熟

した社会にはもはや成長を前提としたシステム

はそぐわない。年齢に応じて着る服が変化し

ていくように、日本という国家も社会システム

を変化させていくべきではなかろうか。脱成

長は後退ではなく、建設的なパラダイムシフト

であると捉えていただけたなら、光栄である。

参考文献
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留学生の部
留学生の部  テーマ

2 0 2 5年、新しい
“日本型”社会の提案

　グローバル化とインターネットの普及により、一国の

出来事が瞬く間に世界に波及する状況が生まれています。

こうしたなか、「リーマン・ショック」の影響が一気に世界

中に広がり、景気回復の道筋は見えない状況です。加え

て、今年 3月に発生した東日本大震災の爪痕は深く、復興
には長い時間がかかると思われます。

　NRIは、現在の日本に漂う経済的・社会的な閉塞状況
を打破するために、グローバル化をいっそう進める必要

があると考えています。世界には、グローバル化を進め

つつ、自国の強みを活かして国際競争力を高め、独自の

発展を実現している国々があります。日本にも、グローバ

ル化を進めつつ、自国の歴史・文化・技術や価値観などを

強みとしながら、発展する道があるのではないでしょうか。

　皆さんの知識や実体験に基づいた独自の視点から、約

14年後の2025年に向けた日本の新しい社会について、
あるべき姿を提案してください。
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序章
　バブル経済が崩壊して以来、日本の国内

では需要が横ばいの状況が続いており、環

境、少子化等の深刻な問題に加え、経済が

長期停滞に陥って成長が止まっている。一方、

発展途上国は、需要が拡大することによって、

経済が急発展している。今後の15年の間に

発展途上国の需要が世界経済の強力な牽引

力になると予想される。この15年間は日本に

とって、グローバル化の波に乗って自国の経

済を活性化するチャンスとなるであろう。

　本論文はまず日本社会に深く根付いてい

る価値観の特徴を分析し、内集団といった

独特な意識の強みと弱みをまとめる。その価

値観は今の日本の強みと弱みの根本的な原

因だと私は考える。第二章は2025年の世界

における変化を予測し、新たな日本型の社

会の在り方を提案する。

第一章
内集団──日本を支えてきた意識の根底

日本人の価値観──内集団の形成

　長く日本に滞在した外国人にとって、日本

の社会に溶け込むことが難しいという話は少

なくない。外国人から見ると、日本人は内気

世界との共同集団を作る
──課題解決を輸出する社会を目指せ

東京大学大学院 経済学研究科修士課程1年

李 晨君 り しんくん（中国）

日本人の「内集団」意識を強みとして、その境界を世
界に広げていくことでグローバルな共同集団を目指
すという発想の独自性が優秀賞につながりました。
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で静かな民族であり、知らない人とのコミュ

ニケーションはめったにしない1）。しかし、日

本人は本当にそうなのか?　日本のテレビを

見ると、バラエティー番組が多く、お笑い番組

は人気が非常に高いようである。それに、渋

谷や新宿に行くと、若者が集団で話し合う光

景は珍しくない。では、なぜ外国人から見て

日本人にはそういう二重の印象があるのか?

　日本社会の一つの特徴は、アメリカや中

国のような多民族の国ではなく、基本的に単

一民族である、いわゆる同調型社会というこ

とである。それに加えて、日本は島国である

ことから、他の民族と交流することが相対的

に難しいので、独自の文化が形成されてきた。

こうした条件下で、日本人、あるいは日本社

会は内集団という特徴を備えている。内集団

は、その集団内の成員の集団意識が強いた

め、他の集団に対して閉鎖的になる2）。日本

社会においては、同一の民族で文化の差異

があまりないため、日本人同士が接するとき

に基本的に障壁がない。しかし、他の民族

と交流する際には、言葉や文化の面で、日本

人は大きな壁を感じる。そのため、日本人に

とって、文化や習慣の異なる外国人が「外集

団」となってしまう。内集団意識の強い集団

内の構成員は集団内の構成員と付き合う意

欲は高いものの、外集団に対するコミュニケ

ーションが苦手である。これが外国人にとっ

て日本人に二重の印象があるということの原

因である。

　内集団の意識は日本社会を支えてきた基

礎となり、他国と比して最も特徴的なものだ

と考えられる。例えば、終身雇用制度、モノ

づくり経営、ガラパゴス化等の現象の裏には、

内集団という意識が起因している。

内集団の強みと弱み

　内集団は日本の経済成長に大いに貢献し

てきた。終身雇用制度は内集団の一つの現

れである。終身雇用制度のもとで、殆どの従

業員は自分を内集団の一員と見なしている。

こうした内集団の意識が集団内で定着すると、

従業員と会社は強い関係で結ばれ、多くの

従業員は自発的に会社に貢献する。

　内集団の特徴が現れているもう一つの例

としては日本の「モノづくり経営」がある。欧

米企業と比べると、自動車をはじめとする日

本企業の強みは「擦りあわせ製品」における

「モノづくり能力」を活かす経営方式である3）。

日本企業では内集団の意識が強いため、集

団内は集団の利益を最優先にすべきだと一

致する。よって、頻繁な擦りあわせをするこ

とができる能力は、日本の企業に特徴的で

ある。

　反面、内集団の社会には弱みもある。前

述したように、内集団の意識が強ければ強い

ほど、外集団に対して閉鎖的になり、さらに

外集団からは、その集団が攻撃的に見える

場合がある。もう一つの弱みはガラパゴス化

という現象である4）。日本国内の市場が独自

優秀賞 ［留学生の部］  

世界との共同集団を作る
──課題解決を輸出する社会を目指せ

NRI学生小論文コンテスト2011
2025年、
新しい“日本型”社会の提案

入賞作品

45



の進化を遂げている間に、海外諸国ではデ

ファクト的な仕様が決まりつつ、拡大発展し

ていく。気が付いた時には、日本は世界の

動きから大きく取り残されている。その現象

の根本原因は日本が国内市場という内集団

の発展に固執しすぎて、グローバルな外集団

を無視してしまうことである。

　その内集団の意識はすでに日本人の価値

観の一部となっているうえ、一朝一夕に形成

されたものではない。内集団の意識が根深

く存在している日本社会においては、その性

格から完全に脱皮することはなかなか難しい

と私は考えている。例えば、ベンチャー企業

が日本経済を活性化する鍵であるという主張

が存在するが、ベンチャー企業による日本

経済の活性化はないと考えられる。なぜなら、

日本のような同調型社会に住む人は、リスク・

アボイダーである。冒険を望まない若者の多

い国で、ベンチャー企業が経済を活性化す

ることはないだろう5）。したがって、日本にと

ってグローバル化を進める道は、自国の価値

観をむやみに捨てるのではなく、価値観の強

みを保ちながら、弱みを克服して意識転換を

浸透させていくことだろう。

集団の再認識
──世界を共同集団として意識する

　グローバル化を推進するには、内集団の

意識の弱みを克服して世界を共同集団として

認識するのが、新しい「日本型」社会の第一

歩である。

図1　内集団の意識の転換

内集団（日本）

内集団
（世界）

世界

外集団 集団の成員（日本）
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　2025年には色々なことが変化するかもし

れないが、その中で最も顕著で、世界中に共

通するものは「資源の枯渇」及び「高齢化す

る社会」と予想される6）。新興国の人口増加

と所得増加による経済・生産活動の増大が

相まって、このままでは地球の環境が悪化し、

資源が不足し、高齢化が進む。その一連の

難題は日本だけでなく、世界中の国々が回避

できないことである。

　それらの問題は共同集団という意識を形

成する基礎を提供する。国境を開くためには、

内集団の本質を保ちながら、外集団に対して

「排他的」部分を変化させる必要がある。な

ぜ外集団から内集団が攻撃的に見えるかとい

うと、その主要原因は、図1の左の図のよう

に、内集団が他の集団を単純に外集団と見

なしており、共通している部分を認識してい

ないからである。その状況を変えるには、図

1の右の図のように意識を転換することが重

要である。マクロな視点から捉えれば、すべ

ての集団は共同の枠組みの中に存在し、同

一の共同集団に所属するわけである。すなわ

ち、日本のような集団にとっては、他の集団

の異質性を考える代わりに、共通している部

分を認め、世界との共同集団を作ろうという

意識へ転換すべきであろう。

　前に述べたように、全人類が2025年に資

源枯渇と高齢化社会といった問題を抱えると

予想される。そのため、大きく見れば、日本

と他の国は同一の環境に存在し、同じ問題

に迫られ、実に共通している部分が多い。こ

うして共同集団という意識が浸透すれば、集

団間の境界線は消えてしまうだろう。

　では、いかにすれば日本はこういう意識を

社会に浸透させ、2025年に新しい社会を築

くことができるだろうか?　以下では、意識転

換を踏まえ、新たな「日本型」社会を提案し

ていきたい。

第二章
課題解決を輸出する社会を目指せ

共同集団という認識の浸透──産官学連携

　共同集団という意識を社会に共有させるに

は、産業、学校、官僚という三つのレベルで

それを浸透させることが必要である。共同集

団という意識をもつということは、産官学の人

が計画を作成するにあたり、世界的な視点に

立ち、将来その計画が世界という共同集団に

どのような影響を与えるかということを意識す

ることである。

　具体的に言えば、産業においては、企業

が戦略を策定する際には、グローバルの市

場を考慮に入れるべきであるということだ。

現在色々な企業がグローバルに拠点や業務

を展開し、一部の生産や購買機能を海外に

アウトソーシングしている。将来はそれだけ

でなく、新製品を開発する際にも、販売や開

発の機能を他の国へ移転する可能性を検討

優秀賞 ［留学生の部］  

世界との共同集団を作る
──課題解決を輸出する社会を目指せ

NRI学生小論文コンテスト2011
2025年、
新しい“日本型”社会の提案

入賞作品

47



すべきだと私は考える。

　共同集団という意識を浸透させるには、教

育が重要な役割を果たしている。大学にとっ

ては外国人留学生を増やすことが不可欠で

あるが、国内の学生を海外に派遣することも

重要である。また、大学は海外の大学と共

同研究等の形で連携することも、共同集団

意識を深めるのに役立つだろう。

　同時に、産と学の連携が共同集団という

意識を普及するのに必要である。大学と産業

の提携とは、知識の拠点としての大学が共

同研究等の形式をとって企業との研究を行う

ことである。世界を共同集団として意識する

ため、将来は企業が海外の大学との研究を

増加し、同時に国内の大学は海外の企業と

の連携の可能性も検討すべきである。

　産業と学校レベルの共同集団を作るには、

繋がりの機能として政府の関与が期待される。

地方産業の発展を計画するときに、それが他

国の産業との競争関係か、あるいは連携関

係かという共同集団内の関係を、政府の関

係者は考えなくてはならない。一方、政府は

共同集団、すなわち世界の舞台で活躍できる

人材の育成を念頭に置きながら、義務教育

から大学教育までの政策案を練るべきだろう。

また、企業や学校が大きな問題に関わる場

合に、例えば、地域の経済等に関するケース

において、政府はリーダーとして各関係者を

集めるという役割が期待される。

　以上のように、共同集団という意識浸透の

成果は、産官学の緊密な連携と密接不可分

な関係を有している。内集団の意識の強い

日本社会において、我々は産官学連携の成

果を期待することができるだろう。図2に示し

たように、三者は独立した部分がある一方で、

お互いに連携する場合も多く存在している。

課題解決を輸出する社会を目指せ

　世界を共同集団として認識したうえで、日

本はいかにして世界の中で存在感を示すこと

ができるのか?　私は共同集団という認識を

共有したうえで、課題解決を輸出する社会を

提案する。

　資源が乏しい日本は、省エネルギー技術や

リサイクル技術においては世界で圧倒的な優

位性がある。また、日本はすでに高齢化社

会に入っており、高齢化社会の対策に関して

多くの経験を積んでいる。したがって、世界

各国が共通の課題を抱える2025年には、日

本が自国で蓄積した、課題を解決する方法を

図2　産官学の連携

政府

産業 学校
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他の国に輸出することが可能である。

　日本の解決方式を外国に移転する際には、

常に共同集団を意識しながら、他国に受け入

れられるような形に変更することが重要であ

る。換言すれば、

　産業に蓄積してきた課題を解決する優れ

た方式を、現地に対応できる形で輸出する

ということである。

　課題解決を輸出する一例として、以下では

日本の経営方式を輸出する方法を説明する。

　日本企業の優れた経営方式は世界中に有

名である。日本式経営の強みとしては「モノ

づくり経営方式」が常に取り上げられる。そ

の生産方式はすでに色々な国で成功して高

品質の製品を生産している。世界中の多くの

人から愛用される自動車を生産する、日本の

自動車企業がその好例である。

　ところが、日本企業には弱みもある。ガラ

パゴス化はその一つの現象である。その真

の原因は多くの企業が現地のニーズを正確

に把握できないからだと私は考える。日本の

グローバル企業は欧米のグローバル企業に

比べて集権的であり、意思決定や資源配分

が本社に集中している7）。そうすると、現地か

ら離れている本社はすべてのニーズに対応で

きないので、企業は現地の人のニーズを満た

せない。

　将来、共同集団という意識のもとで、企業

はグローバル化を進める時に、現地の問題を

解決することを目的とすれば、現地のニーズ

を満足させることができるだろう。具体策とし

ては、日本企業の場合、地場企業を買収す

ることや、地場企業と合同会社を創立するこ

と等の方式を採用することで、現地の市場に

参入することができると考えられる。また、よ

り多くの現地の人を雇って現地のニーズに耳

を傾けるならば、日本製品の普及度が高くな

り、さらに企業の競争力が向上するだろう。

　要するに、企業は、グローバルに業務を展

開する際、世界との共同集団を意識しながら、

現地の人のニーズを理解し、そのニーズに応

える製品を作るように努力すべきである。

　内集団の意識が日本社会の経済、文化に

大いに貢献してきた。その意識は確かに時代

の発展につれて、障害となる面が現れてくる

が、内集団の意識が日本の柱として根付いて

いるので、むやみに捨てるわけにはいかないと

考えられる。よって、世界との共同集団を作る、

という意識転換を踏まえて、以上では2025年

の新しい「日本型」社会を提案した。

文中注

1）  『日本人のライフスタイル』pp.50-54
2） 『日本人のライフスタイル』pp.102-103
3） 『ものづくり経営学製造業を超える生産思想』を参照。
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簡単に言えば、「モノづくり能力」とは、企業が各部門
間の擦りあわせを通じて生産性の向上やプロセスの改
善を達成し、そして低コストで高効率の生産を成し遂
げる能力である。「モノづくり経営方式」とは、現場
組織のチームワークによって設計情報の滞留（ムダ）
を最小化し、設計情報の創造と転写が高い精度と密
度で行われるように、常に改善を怠らぬシステムのこと
である。

4） 『日本「再創造」「プラチナ社会」の実現に向けて』
を参照。pp.110 ガラパゴス化とは、日本の製品は性
能が高いとはいえ、島国で独自の進化を遂げてきたた
めに、価格も高く世界の標準となっていないことを指す。

5） 『「日本型うつ病社会」の構造』pp.106、pp.125
6） 『日本「再創造」「プラチナ社会」の実現に向けて』
を参照。pp.31 「有限の地球」とは、利用可能の資源
が、人類の活動の膨張によって明確に限りが見えてき
たということである。特にこの15年の間に発展途上国
が急成長するため、その代価として資源の枯渇を加速
することである。もう一つの特徴は多くの国が日本の
ように続 と々「高齢化する社会」に足を踏み入れると想
定されていることである。高齢化という問題は現時点
では多くの国に顕在化していないが、経済の発展につ
れて、より数多くの国が高齢化の社会に入ってくる。

7） “Managing Across Borders - The Transnational 
Solution”,  pp.45
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はじめに

　2011年3月11日、宮城県沖の海底で発

生した東北地方太平洋沖地震では2万人以

上が死者、行方不明者となり、被害額は16

兆から25兆円に達するという。完全な復興、

再建まではかなりの時間を要するであろう。

　一方、失ったものがあれば失われていな

いものもあるはずである。逆に考えると、全

てが流されたときに最後まで残っているもの、

それが日本の原動力、日本を元気づけるもの

なのかもしれない。

　本稿では、日本コンテンツがそのような日

本の原動力であるととらえ、コンテンツの消

費・生産文化を中心に新しい“日本型”社会

を提案したい。

伊勢神宮とクールジャパン
　1300年以上の歴史を持つ、日本で最も有

名な神社の一つである三重県伊勢市の伊勢

神宮では20年ごとに建物をつくり替える、式

年遷宮という独特な行事が行われる。式年

遷宮については様々な説があるが、重要な理

由の一つは技術伝承のためである。作家の

立松和平は『伊勢発見』で奈良時代の日本

人の寿命は38年程度であって、20歳で一人

日本コンテンツが作る
日本発「新社会」

北海道大学大学院 国際広報メディア・観光学院
博士課程1年

張 慶在 じゃん ぎょんぜ（大韓民国）

日本のコンテンツづくりを、古来の「連」との共通性
や、報酬に対する価値観の変化にまで踏み込んだ新
しい視点で分析。審査委員の関心を引きました。
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前になって後進を指導し技を伝えていったと

述べている。20年というのは後の人に技術と

方法、文化を伝承するためにかかる時間だっ

たということである。ここで重要なのは「過

程」と「方法」である。つまり、立派なものを

作って遺産として残すというよりは、それを後

の人が作れるように教えること、伝えることで

ある。これは地震、台風、火山噴火など自

然災害が多い日本の自然環境とも関係がある

と思う。なお、製造業を中心とした高度成長

期の急激な経済成長の背景にも、このような

思想があったと思われる。

　しかし、このような文化伝承はほかの文化

圏、特に欧米からは正しく評価されていなか

った。端的な例として、伊勢神宮周辺の熊

野古道がユネスコの世界遺産に登録されて

いるのに比べ、伊勢神宮自体は世界遺産に

なっていない。その原因は世界遺産、特に世

界文化遺産になる条件がヨーロッパの文化財

を基準に作られたからだ。石造建築物の文

化であるヨーロッパでは「過程」と「方法」よ

り「もの」と「結果」を重視する。それ故、で

きた結果物を評価対象にし、いかにそれが

原型のまま保存されているのかを評価する。

ヨーロッパの目からみると、伊勢神宮はた

だ20年前に新しく作られた建物に過ぎない。

方法やその内部にある精神性、つくり替えに

まつわる物語、すなわちコンテンツは無視さ

れたのである。

　さて、伊勢神宮の例が原型となる文化を

伝承する方法だったとすると、もう一つの文

化伝承の特徴として自律性、自由な創造力

の発揮が挙げられる。これについては江戸

時代の「連」という文化創造システムの例を

挙げたい。『江戸の想像力』で田中優子は、

「連」とは結果物としての連句とそれを作る

「場」としての連の二つの意味を持つと述べる。

そしてその「場」とは身分や地位をこえ、誰で

も創造力を発揮できる緩い空間だったという。

「連」が興味深いのは、その仕組みと形が現

在ネット上で行われている様々な創作活動と

かなり似ているという点である。　

　このような二つの伝統、すなわち「過程」

と「方法」の重視と、自律的･創造的な場の

利用を継承しているのが「クールジャパン」

に代表される現在の日本コンテンツだと思う。

　マンガ・アニメなどサブカルをはじめ、ボ

ーカロイドなど音楽制作技術、AKB48など

アイドルに至るまで様々な日本コンテンツがた

だ消費されているだけでなく、その伝承・創

造の方法とともに世界に広がっている。韓国

では毎月日本のコミックマーケットのような

同人イベント「コミックワールド」が行われて

おり、南米のブラジルでも毎年「アニメフレ

ンズ」というイベントが行われ、10万人以上

が参加している。

　そのうち注目したいのが毎年6月末パリで

行われる「ジャパンエキスポ」である。毎回

10万人以上の人がヨーロッパ全域から集まる

「ジャパンエキスポ」は日本コンテンツへの高
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い興味・関心を反映する。「ジャパンエキス

ポ」が興味深いのは、伊勢神宮の世界遺産

登録を反対したユネスコの本部が位置してい

るパリで、伊勢神宮の精神を継承している日

本コンテンツを扱う最大のイベントが行われ

るということである。

　つづいて、具体的な日本コンテンツの特徴

と、前述した二つの伝統との関連性について

述べる。

日本コンテンツの特徴
　まず、日本コンテンツについて簡単に定義

を行う。『コンテンツの創造、保護及び活用

の促進に関する法律』によると、コンテンツと

は「人間の創造的活動により生み出されるも

ののうち、教養又は娯楽の範囲に属するもの」

であって、ジャンルとしては映画、音楽、演劇、

文芸、写真、マンガ、アニメーション、コン

ピュータゲームなどを含む。ここでは、日本

を代表する様々なコンテンツを、合わせて日

本コンテンツと呼ぶ。

　日本コンテンツ、特にその生産と消費には

どのような特徴があるのか。日本におけるコ

ンテンツ消費はただ単に見て楽しむものでは

なく、新たな創造力の根幹になっている。元

のコンテンツを改変して新しい物語、マンガ

作品、服（コスプレ）、音楽を作る、いわばN

次創作が行われるのである。要素を分解し

て新しい物を作りだすこのような行為は、前

述した伊勢神宮の式年遷宮のプロセスとも類

似している。

　初期にはマンガとアニメなどサブカルチャ

ーがコンテンツ消費・生産の中心であった。

マンガの場合、前述の「連」と同じく、同人

サークル（場としての連）を中心に創作活動（連

句づくり）が行われた。アニメの場合、映像

をほかの映像に合わせ編集する、いわゆる

マッドムービーの制作が中心であった。さて、

2000年代以降のコンピュータ技術の発達に

伴い、プロではない人がプロのように作品を

作ることができる環境が整備された。代表

的なのが、一人で監督・脚本・作画・編集を

全部担当し、『ほしのこえ』（2002）というアニ

メを作った新海誠の例である。

　一方、音楽制作においてはヤマハの音声

合成ソフト「ボーカロイド」の登場が画期的

な転換点となった。ボーカロイドとはパソコ

ンを利用して内装されているデータバンクか

ら発音と音階を入力し、簡単に歌を歌わせる

ことができるソフトである。既存のアマチュ

ア音楽制作における最も大きなネックの一つ

は、歌い手を探してスタジオで録音を行うこ

とだった。それが、ボーカロイドとDTM（デ

スクトップミュージック）、DAW（デジタルオーデ

ィオワークステーション）を組み合わせることに

よって一人でボーカル入りの完成版CDを作る、

さらに販売することができるようになったので

ある。音楽における真のプロシューマー時代
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の幕開けと言えよう。

　ボーカロイドで特に注目したいのが、「初

音ミク」に代表されるキャラクターボーカル

である。札幌に本社を置くクリプトン・フュ

ーチャー・メディアがボーカロイド用として開

発したキャラクターボーカル「初音ミク」は人

格を持つ機械ボーカル、つまりアイドルの登

場を意味する。しかも、そのアイドルの音楽、

ダンス、PV、物語は全て利用者が作ってい

くものである。つまり、制作会社が提供した

初音ミクという名前（伊勢神宮でいうと名称）と

基本的なイラスト（設計図）、声（柱）をネット

空間という場としての「連」で利用者が自由に

生産、消費、評価するということである。ネ

ット上ではそれぞれ音楽担当、映像担当、歌

詞担当が集まり、歌とPVを作り、配布したり、

コミケでCDを販売したり、場合によっては

iTunes Storeなどメジャー空間で販売を行う。

そして、作られた物は完成品として終わるの

ではなく、ほかのプロシューマーによる新たな

「つくり替え」が行われる（N次創作）。

　初音ミクは日本的なクリエイティビティの

象徴と評価され、2011年5月には米国トヨタ

のカローラCMのキャラクターとしても起用さ

れた。

日本コンテンツと
新たな社会
　コンテンツの生産と消費は、販売によって

経済的利益がもたらされる場合もあるが、ほ

とんどは趣味の領域に近い。それ故、既存

の高度資本主義の観点からみると、価値の

ある活動と評価しにくいかもしれない。

　しかし、最近情報通信技術、ネットワーク

の普及など高度情報化によってその高度資本

主義自体に変化が起きている。そのような変

化の一つは消費パターンの変化である。大

量生産に基づいた規格的なトレンド消費、ブ

ランドもの消費などが個性と自由を重視する

パターンに変化していくのである。トレンドが

なくなり、これまで売れなかったものが売れ

るようになっていく、このような現状を、クリ

ス・アンダーソンは「ロングテール」と名付け

ている。

　さらに、消費パターンのみならず、物質的

なもの自体に対する認識の変化が起きてい

る。若者を中心に、物質的に豊かになること

が幸せになることではないという認識が広が

っているのである。岡田斗司夫は「貨幣的利

益」の代わりに「評価的利益」を求めるよう

になった新たな社会形態を「評価経済社会」

と定義している。今流行っているSNS（ソー

シャルネットワークサービス）の一つである

Facebookが「いいね !」という評価のボタン

を提供していることや、各種サイトの「タギン
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グシステム」が評価システムの代表的な例で

あると言えよう。

　評価とともに高度情報化時代のもう一つの

特徴は遊び心である。米国MITメディアラ

ボの創設者であるニコラス・ネグロポンテは

高度情報化の時代は遊びで学ぶ、いわゆる

ハードファン（Hard fun）の時代であると述

べている。

　遊びを中心とする評価経済社会で求めら

れるのは創造性を発揮できる元ネタの提供

と創造性の発揮・評価のための適切な場づ

くりである。このような要素が全部含まれて

いるのが日本コンテンツ、そしてコンテンツ

の生産と消費文化である。伊勢神宮から連、

マンガ、アニメ、ボーカロイドに至るまでのコ

ンテンツ消費・生産の長い歴史の中で蓄積

されているノウハウは、日本独自のもの、ま

さに日本の力である。前述したネグロポンテ

は、これから非同時的コミュニケーションが

コミュニケーションの一形態となると予想した

が、現在そのようなコミュニケーションができ

る場を提供しているのは、個人制作のコンテ

ンツを評価する日本の動画共有サイト「ニコ

ニコ動画」が知っている限り世界唯一である。

　さて、最近日本では、そのような遊びに基

づいたコンテンツ生産をビジネス化しようとす

る、先進的な実験が行われている。

　株式会社モエ・ジャパンの代表取締役で

ある福嶋麻衣子は『日本の若者は不幸じゃ

ない』で「学園祭ビジネス」という新しいモデ

ルを提示している。「学園祭ビジネス」とは福

嶋が秋葉原で運営しているクラブ「ディアス

テージ」の運営形態である。セミプロの「アイ

ドル」がいわゆるオタ芸を披露するクラブで

ある「ディアステージ」では、そこを居場所と

して緩いつながりを持っている客グループと

「アイドル」が集まって多様な活動を作ってい

く。ただ作り手が一方的にショーを披露する

のではなく、お互い話し合いながら一体にな

って創造力を発揮し、方向と内容を決めてい

く、まさに学園祭のような感覚とノリでビジネ

スが成立しているのである。

　「ディアステージ」は単純な劇場ではなく、

人と人を結んで創造力を発揮できる「場」を

提供する、場としての連となっているのである。

おわりに

　本稿では、日本コンテンツの特徴と、コン

テンツ生産・消費文化、評価と遊びを中心と

する新社会の形態、そのような社会をリード

する日本の可能性について述べた。 

　大きな被害があった東日本大震災である

が、日本が持っていた無形のコンテンツとそ

れを活かして未来につなぐ方法・文化は実は

何一つ失われていないのかもしれない。

　創造性の種となるコンテンツを持ち、それ

を発揮できる適切な場を提供している現在の

日本コンテンツ、コンテンツ生産と消費文化
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はこれからの高度情報化社会に大きな影響

を与えると思う。震災からの復興は勿論、日

本発の新たな社会システムが世界のモデルに

なることを期待している。
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高校生の部
高校生の部  テーマ

2 0 2 5年の日本を担う
わたしの夢

　世界の国々は、今、解決しなければならないさまざま

な課題を抱えています。日本も、少子高齢化、財政赤字、

国際競争力の低下など多くの課題に直面しています。そこ

に、東日本大震災からの復旧・復興という課題が加わり

ました。一人ひとりが少しずつ協力し合い、負担を分かち

合いながら解決に向けて取り組む必要があります。

　皆さんには約14年後、2025年の日本において、30代
になった自分を想像しつつ、社会の一員として自分がどう

ありたいかという“夢”を考えてほしいと思います。また、

その夢の実現に向けて、日本や世界がどのように変わって

いくのかについても、考えておく必要があります。

　以上を念頭に置いて、「2025年の日本は、こういう社
会になっていると思うので、それに向けて自分はこんな

目標をもち、努力していきたい」という“夢”を考え、日本

や世界の発展につながる提案をまとめてください。
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1 はじめに
　東日本大震災以降、私たちがこれまで描

いていた未来予測が単なる希望的予想であ

ることを痛感した。ライフラインの途絶した

生活は先進国であるはずの日本が、いかに自

然の猛威に弱いものか、電灯の消えた中、ろ

うそくの炎を見つめながら考えさせられた。

　日本の未来はどのようになるのだろうか。

GNPで中国に抜かれ、技術立国の担い手

となる私たち学生の学力も低下し続けている。

そこに今回の震災での経済成長率の低下で

ある。日本は坂を下り続けてゆくのか、これ

までは普通に大学に入り、普通にしていれ

ば、私は、そして日本は、安泰だと思っていた。

しかし被災県宮城にあって、私たちの未来は

皆が手を取り、一人一人が自分の役割を確実

に果たしていかなければ到底復興し得ないも

のだと思い始めた。

2 日本の現状
　経済大国日本、表面上確かにそうだったの

であろう。しかし ｢想定外の地震｣ によりそ

の体制そのものの脆弱さが露呈し、震災後

の復旧もままならない状況である。この状況

を終戦後に似ているとして震災後と呼ぶ人が

ふたたび大地に立つ
──そのために私がやれること

宮城県仙台第三高等学校2年

伊藤 愛里咲 いとう ありさ

東日本大震災による放射能汚染への危機感と自分
の専門分野である生物学を結びつけ、ユニークで具
体的な提案をしたところが高く評価されました。
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いる。しかし私は終戦後と同じだとは思うこ

とができない。それは、終戦時は国土全体

が焦土となり、全国民がその被害を受けて

いる。しかし、今回の大震災は被害こそ甚

大だが、東日本の沿岸部の被害が主であり、

日本全国民から見ればその痛みは、限定的

なのではないのかと思う。震災発生時の関

東圏での食料の買い占めや、京都の大文字

焼きでの陸前高田の薪不使用問題を見るに

つけ、被災県以外では他人事ではないのかと

思えてならない。

　しかし米どころ東北、全国有数の果実生

産県福島、岩手・宮城の全国屈指の漁獲量

などは、いずれもここ数年では復興し得ない

状況であり、震災は日本の経済をボディーブ

ローのように衰退させてゆくだろう。東海地

震や南海地震が囁かれる中、このままでは

終戦時以上の困難期が襲来するのではない

か、と思えてならない。

　極東にあって西側の防波堤としての役割

を果たしてきた日本。しかし震災後は取り巻

く国 も々対応が変化してきた。北方四島での

ロシアの支配強化、昨年以来の尖閣諸島問

題での中国の横暴な対応、そしてアメリカ経

済の低迷、日米の弱体化につけ込み、共産

圏諸国の侵食はあまりにも露骨だ。もはやア

メリカに追従するのみでは、ロシアや中国等

の大国には対応できないであろう。また他の

BRICs等との関係作りや、国に属さないア

ルカイダ等のテロ組織への対応についても日

本として新たな方策を打ち立てなければなら

ない。

3 日本の未来と
 世界の未来
　経済活動の基本は食料の生産であり、生

産量を左右するのは気候である。その気候

が温暖化していることは周知の事実である。

国際的に対応策が取られているが、その進

行を止められないのが現状であり、豪雨や竜

巻、干ばつ等が報道されない日はない。つ

まり穀物をはじめとする食料を生産する環境

は年々悪化しており、食料を原因とする国際

的な紛争の火種は年々増大している。加えて

日本では放射線による農耕地の喪失がある。

海岸線は農耕地や田が多い。津波での塩害

に加え、放射線による農耕地等の復旧の大

幅な遅れは、食料自給率の低い日本の喉元

を締め付ける問題だ。放射線値の低い地域

では、除染が進むだろう。しかし放射線値

の高い地域の野山（これまで人があまり入ら

なかった地域）は今後だれが整備するのか。

永久に立ち入り禁止の場所が残るのではな

いか。

大賞 ［高校生の部］  

ふたたび大地に立つ
──そのために私がやれること
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4 私の夢
　私は動物が好きで将来は生物学の道に進

みたいと思っている。そして私には小学生時

代から特に気になる生き物がいる。それが

ヒキガエルである。その研究で中学生の時、

知事賞を受賞し、全国審査に出展したことも

ある。研究の結果、ヒキガエルは個体が増え

ると、他者の縄張りを侵そうとせず、新たな

縄張りを求め生息地を拡大する性質があるこ

とが判っている。

　彼らは繁殖期以外は、繁殖地である沼や

池から数百メートルから数キロメートルも離

れた場所に住み、気に入った場所で定住し、

その場所からほぼ移動しない。食性は口に

入る大きさのあらゆる昆虫であるが、共食い

はしない。観察下では、ウジなら一日200匹

以上食べる。他のカエルのように池等の大

規模な水辺は必要とせず、乾燥地であっても

長期間生息できる。時々腹部から水分を吸

収すれば十分であり、観察下では、アスファ

ルト道路で生息するヒキガエルが湿らせた雑

巾に腹部を当て水分補給し、数日に1回同

様の行動を取り、長期間生息していることを

確認している。また糞は直径1センチメート

ル、長さ4、5センチメートルの物を排泄する

が、ミミズ等が好んで食べることを観察して

いる。オタマジャクシは最低20リットル程の

水たまりで成体になる。成体はほとんど鳴か

ず、騒音の心配もない。なお観察下ではカ

エルの糞を土中に入れてトマトを育成すると、

入れないものに比べ大きく成育する。

　このことから私は、被災地(特に放射線の

影響により、人による除染作業の進まない地

区）にヒキガエルを大量に投入し、人が除染

作業に着手する以前の土地表層の除染と植

生の回復に役立てたいと考えている。これに

よりハエや蚊等の害虫の駆除が進み、糞はミ

ミズ等の土中生物の餌となる。活動を終えた

カエルの死体は、他の生き物とは比較できな

いほど早期に乾燥し、土に還元されることと

なるが、多くの餌を食べたヒキガエルは放射

線値が高いことから、土になる前に、死骸付

近の土を採取する。このことで土表面の除染

にも貢献できる。ヒキガエルの骨は大きく見

つけやすいので死骸の発見も容易である。ヒ

キガエルは一旦定住すれば、そこからはほぼ

動かず、他のヒキガエルはその場所を侵さな

い、つまり数が増えればそれだけ遠くに広が

ることになり、短期間で被災地全域に繁殖す

るだろう。私は、ヒキガエルが将来的には被

災地に限らず荒廃した土地の改善に役立て

られないかと考えている。

5 まとめ
　私は生物学者になりたい。生物の研究を

通じ、動植物が自然とどのような関わりをも

ち、どのように生きているのかを見極めたい。

大賞 ［高校生の部］  

ふたたび大地に立つ
──そのために私がやれること
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温暖化やその他の自然の変動に対応する糸

口が、きっとそこにあるはずだ。普段何気な

く見ている動植物が、人類の救世主になるか

もしれない。動植物が示す微かな、そして

重大なサインを見落とさないようしっかりと学

んでゆきたい。そして今以上に豊かな地球を、

次世代に胸を張って引き継げる大人になりた

いと思う。

大賞 ［高校生の部］  

ふたたび大地に立つ
──そのために私がやれること
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1. 私の夢
　私の夢は「世界から貧困を吹き飛ばす」こ

れに尽きる。

　今世界には一日を1.25ドル未満で生活し

ている人が約14億人、学校に行けない子ど

もが 7,500万人以上いると言われている。だ

からといって私は同情は求めない。なぜなら、

それでは世界は何も変わらないからだ。国の

ODAやNGO、NPOによる発展途上国への

支援のほとんどは応急処置であり、それ以上

の根本的な貧困スパイラルの変革を遂げるこ

とはできない。「仕事がない→お金がない→

子どもや家族が学校や病院へ行けない→子

どもが大人になっても字も読めないのに就職

先などあるはずもない→仕事がない」という

風な貧困スパイラルに巻き込まれている家族

に、一日分の食事を与えて根本的な解決に

なるだろうか?　私が先日カンボジアを訪れ

た際、道路の道端にサービスエリアを発見し

た。大きな建物に、床は大理石。おそらく莫

大な費用をかけて造られたであろうこの建物

の中にあるのはトイレと客のいないレストラン

のみ。車なんて私達の車を含め2台だけであ

った。そんな無駄だらけの建物が日本の援

助で建てられたと聞いた時は愕然とした。と

同時に援助では何も変わらないことを改めて

確信した。

思考回路のイノベーションで
貧困を吹き飛ばせ
──援助からwin-winビジネスへ

島根県立隠岐島前高等学校1年

岩沢 壮太 いわさわ そうた

「世界から貧困を吹き飛ばす」を夢に掲げ、カンボジ
アでの体験から問題解決策を提案。強いメッセージ
と若々しい意気込みが審査委員の心に響きました。
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　では、どうやって貧困をなくしていくのか?

　私はビジネスでしか世界を変えることはで

きないだろうと考えている。それも、現在叫

ばれている企業のCSRやソーシャルビジネス

といった課題解決専用ではなく、利潤追求

型つまり本来の企業の形で変えていけると考

えている。

2. 大企業の発展途上国の
とらえ方
──これまでとこれから

　みなさんは何かのサービスや商品の値段

を下げる時に何が一番効果的だと考えるだろ

うか? この問に対して多くの大企業がとった

対策は「人件費削減」だった。激しい価格競

争の中で企業が求めたのは発展途上国の安

い労働力だった。私がカンボジアのレンガ

工場を訪れた際も多くの児童労働を目撃した。

2,000個運んだら5ドルという出来高制だが

実際は朝から晩まで働き続けても200個が

限度。つまり一日0.5ドルで働いているという

ことだ。後で責任者から話を聞くとこのレン

ガは先進国に輸出されるそうだ。

　このように現代の企業からすると、発展途

上国は低賃金で労働力を賄える絶好の場所

としてのとらえ方しかない。たしかに企業側か

らすると安い労働力は非常に魅力的だが、そ

れでは現地の人は住む家どころかその日の食

料すら賄うのが困難だ。

　そんな中で、企業にとって安い労働力し

かとりえがなかった発展途上国が、近年の

BRICsと呼ばれる新興国の急速な発展によ

って、大きなビジネスチャンスの場という風に

変わりつつある。

　そう言える理由は、日本のGDP伸び率と

比較してもらえば一目瞭然だろう。日本の

GDPは1999年から11年連続のマイナスであ

る。さらに2010年では初の2%超えのマイナ

スを計上するなどいいことなしだ。それに比

べほんの数十年前まで見向きもされなかった

新興国の一つでもある中国の2010年GDP

伸び率は10.3%と日本とは比べ物にならない。

このような事を考えれば誰しも一つの結論に

たどり着く。「日本で売っても売れないので

は?」。実際、日本企業が今次 と々新興国に

進出している。

　BRICsは自ら自国の強みとなるものを持っ

ていた。中国やインドは言うまでもなく莫大

な労働力。ロシアとブラジルはそれぞれ貴重

な資源を有している。しかし、資源や人など

の強みが乏しい東南アジアやアフリカなどは

なかなか発展できずにいる。このままいくと、

15年後も現状を打破できないだろう。

　私はどうすればこの現状を打破できるか

と考えたが、その答えは一向にでないままだ

った。そのためこのままではいけないと感じ、

つい先日ヒントを求めカンボジアの地に足

を下ろした。そこで私が得たビジネスチャン

優秀賞 ［高校生の部］  

思考回路のイノベーションで貧困を吹き飛ばせ
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スから、貧困撲滅への大きな希望を感じた。

その小さな光をみなさまにご紹介したい。

3. 発想転換から生まれる
イノベーション
──援助からビジネスへ

　カンボジアの乗り物名物といったら一番に

出てくるのが「トゥクトゥク」だろう。バイクの

後ろに籠?みたいな物が付いている乗り物だ

が、カンボジアではこのトゥクトゥクが日本で

いうタクシー的役割を果たしている。観光客

として行ったならば必ず一回は乗るであろう

トゥクトゥクだが、これには大きな弱点があ

る。それはすべてが個人運営のため、人通

りの多い道沿いや大きいホテルの前や観光

名所は極端に台数が多いのに対し、それ以

外の場所はまったくと言っていいほどいない。

実際私が移動しようとした際も「トゥクトゥク

乗りたいんだけども見当たらない」という場面

が非常に多かった。さらに、さきほども述べ

たように個人運営であるため、ドライバーは

その日いくら稼ぐかでその日食べられるご飯

の量が決まってしまうので、客によって値段を

上げたり、かなりしつこく勧誘する場面も少な

くない。そのため警戒してトゥクトゥクには乗

らないという観光客も増えつつある。つまり

「信用」がないのだ。さらにはあまりにトゥク

トゥクの数が多すぎて客がまったく取れない

日も珍しくはない。この三つの課題を見た時

私はある解決策を思いついた。

　私はまず、「株式会社:トゥクトゥク」を立

ち上げ、現トゥクトゥクドライバーを正式に雇

う。そして固定料金制を導入したり組織とし

てのサービスを徹底し、観光客から「信用」

を獲得する。次に町中に「トゥクトゥク呼び

出しボタン」を設置し、観光客が好きな場所

で好きなタイミングで呼び出すことを可能とす

る。さらに、会社としての事務や経理などの

労働力に、雇ったドライバーを充てることで

「トゥクトゥクの過剰供給」という問題を解決

でき、かつ新たな人件費を生まずにすむ。さ

らにさらに、トゥクトゥクを会社として一まと

めにすることによって広告ビジネスをも展開で

きる。これらをすることによって、今までその

日の食料で精一杯だったドライバーやその家

族が、毎日安心して生活でき、子どもは元気

に学校へ行け、学業やスキルを身につけるこ

とで貧困スパイラルを抜け出すことができる。

のみならず得た利益でもっと多くの人を雇用

したり新しいビジネスを展開できる。

　私は、援助というどちらかが一方的に物や

サービスを与えるのではなく、両者互いに汗水

たらして働き、両者互いに利益を得る、この

win-winビジネスこそ世界から貧困をなくす最

も効果的な策だと確信している。そして私は、

このwin-winビジネスを、柔軟な心と優しい

心を持ち合わせている日本人が率先して行い、

世界をリードしていくべきだと考えている。
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4.私の夢
　最初にも述べたように私の夢は「世界から

貧困を吹き飛ばす」これに尽きる。だが、そ

の夢を達成する過程でも大きな目標となるも

のを見つけた。それは、企業のCSRや国の

ODAで援助をするのではなく、両者互いに

利益を追求するwin-winビジネスをこの日本

全体として行い、世界をリードしていくという

ことだ。さらに私が、その、世界をリードす

る日本をリードしていくということだ。今回私

が紹介したビジネスプランは小さなものかも

しれない。しかし私は、その先には必ず大き

な結果が付いてくるのだと信じている。

「世界の貧困がなくなるまで、私は絶対あきら

めない」

引用元
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国際NGOワールド・ビジョン・ジャパン
http : //www.worldv is ion . jp/ lea rn/school /
children/school.html

・ 「日本のGDPは1999年から11年連続のマイナスである。
さらに2010年では初の2%超えのマイナスを計上」
Wikipedia「国内総生産」

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9B%BD%E5
%86%85%E7%B7%8F%E7%94%9F%E7%94%A3

・ 「中国の2010年GDP伸び率は10.3%」
BRICs辞典
http://www.brics-jp.com/china/gdp.html

優秀賞 ［高校生の部］  

思考回路のイノベーションで貧困を吹き飛ばせ
──援助からwin-winビジネスへ

NRI学生小論文コンテスト2011
2025年の日本を担う
わたしの夢

入賞作品

65



　今、我々の前には、「2025年問題」が

待ったなしの状態で突きつけられている。

「2025年問題」とは、終戦直後のベビーブ

ーム期（1947～1949年）に生まれた団塊の

世代が2025年には75歳以上となり、社会

保障費が急増すると心配される問題である。

厚生労働省の推計によれば、2025年度の医

療費は52兆円で、2006年度の約2倍、社

会保障費も全体で約1.8倍の162兆円に達

するとみられる1）。人類がいまだ経験したこ

とのない「スーパー高齢少子化社会」に、日

本が世界の国々の先頭をきって突入すること

になる。少子化による労働力人口の減少は、

実質GDP成長率の低下につながり、日本の

経済がマイナス成長に陥るのは時間の問題

だといえる。また、財政においては、たとえ

消費税率の引き上げがあったとしても財政赤

字は一時的に減少するだけで、その後は歳

出の伸びに伴い再び拡大し、2025年におけ

る一般会計財政赤字の対名目GDP比率は

7.7%に達し、国債残高は900兆円を超える

ものと思われる2）。税金の負担増、工場や

企業の海外移転による失業率の上昇、人口

の減少に伴う地方の過疎化。どう考えても、

このままの状態では2025年に日本が深刻な

事態をむかえてしまうことになるのは間違い

ないであろう。東日本大震災、福島の原子

力発電所の事故をきっかけにして、政府は

NEW-YEAR─2025─
日本が進化する年

神戸朝鮮高級学校2年

鄭 善治 ちょん  そんち

日本の少子高齢化問題と途上国の貧困問題を同時
に解決するという大きな提案を、自分の役割を明確
にしながら展開した点が高評価につながりました。
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消費税アップを強行しようとしている。税と

社会保障の一体改革に関する政府の集中検

討会議（議長・菅直人首相）は2011年8月2日、

財源対策を含む社会保障改革案を決定した。

「震災復興」というスローガンの下での増税は、

反論することができないような雰囲気さえ醸

し出している。

　頭の中では、仕方がないとわかっているつ

もりなのに、なぜか心が嫌がっている。収入

の如何にかかわらずのしかかる税金。期待で

きない将来の年金。どんどん弱まる日本経済

の成長率。悲観的な新聞やテレビ等のマス

コミの論調は、我々、若者に「日本はこれか

ら年寄りを中心とした小さな国づくりをする

から、とにかくおまえたち若い連中は、高齢

者を支えるために働け」と言っているかのよう

だ。はたしてこれでいいのだろうか、否、い

いはずはない。これからの日本はもっと希望

と活力に満ちている魅力的な国にならなけれ

ばならない。2025年、この年を、日本が「老

衰化」する年ではなく、日本が進化する新し

い年「NEW-YEAR」とするために、私はい

くつかの提案をしようと思う。

　まず、なによりも10年単位で準備していか

なければならない問題は「少子化問題」で

ある。少子化が労働人口の減少、市場の縮

小、税金の減収、社会保障費の負担増とい

う問題を引き起こしている根本的な原因だと

いえる。もっと簡単に考えれば、やはり若者

や子供たちがたくさんいる社会は活力に満ち

て生き生きとしているということである。しか

し、いくら政府が少子化問題に本格的に取

り組もうと、そう簡単に出生率が上がるもので

はないということは、この数年間の取り組み

の結果として明らかである。

　私は、ここで大きく発想を転換し、日本が

国家的なプロジェクトとして、世界の貧しい

家庭の子供たち、めぐまれない環境にある

若者たちを一手に引き受けることを世界に宣

言してはどうかと考えているのだ。そして、こ

れは日本で生まれたコリアン三世としての私

の夢でもある。私は日本にいながらにして朝

鮮学校に今日まで通ってきた。日本とコリア

の2つの文化で育てられてきた。私のように、

日本人ではないが日本のことをよく知り日本で

働く若者がもっと増えればよいのではないか

と考えた。

　現在、地球的な規模では人口は増加し続

けている。そのほとんどが発展途上国での人

口増加である。多くの国民が一日に1ドル以

下の生活費で暮らす最貧国や、貧富の差の

激しい国々では数多くの子供たちが学校にも

通えず、親からも見捨てられ、ストリートチル

ドレンとしてその日その日の命をかろうじてつ

ないでいる。劣悪な環境で病院にもかかれず

に命を落とし、飢えや暴力の恐怖に日々さら

されていることを、私たちは日本にいても、多

くの報道を通じて知っている。私がインター
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ネット（ウィキペディア）で調べただけでも、街

頭で家を持たずに生活している子供の数は、

世界中で1億、あるいは1億5000万人ぐらい

いるといわれている。この子供たちを日本に

住む我々が救おう、いや、彼らを救うことが

日本を救うことになると、私は考えるのである。

　まず、15歳以上、20歳未満の年代の若者

たちの中で、希望者をつのり、日本に「修学」

してもらう。日本では、各都道府県に受け入

れ数を割り当てる。そして、彼らは日本の優

れた技術を中心とした学校教育を受けるの

だ。昼間は学校や宿舎に併設された工場や

施設で働きながら技術を習得する。もちろん

給料ももらえる。生徒たちは、自分の給料

の中から生活費を支払う。学校の費用は無

料とするのがよいであろう。そして、教育の

特色として、日本語を習得することを第一と

し、1年次の間は、同じ出身国同士のクラス

とするが、徐々にそのクラス構成をアトランダ

ムなものとし、3年、4年次には日本語で全て

の授業を受けられるようにするのである。そ

して、彼らには、日本で暮らし、働くことので

きる「市民権」を与え、20歳を過ぎてからは、

自国にもどるか日本で生活するかを自由に選

択できるようにするのである。

　次に、ストリートチルドレンの問題を抱え

る国に交渉し、都市部を中心とした特定の

地域に15歳以下の子供たちを対象とした「日

本式の学校」を建設し、そこにストリートチ

ルドレンたちを通わせるのである。もちろん、

衣食住を提供するための施設も併設し、彼ら

が安心して学校で学べるようにするのだ。こ

こでのポイントは、この学校での授業に「日

本語」や「日本の文化」を学べるものを必須

として組み込むことにある。比較的、幼い頃

から日本語を学べば、15歳を過ぎて、日本に

来ることにも抵抗はなくなるであろう。

　日本に作られた世界中のストリートチルド

レンのための学校と、各国に建設された学

校で学んだ子供たちは、日本語が使える若

者として成長するだろう。そして、彼等の多く

が日本で市民権を得て働くことになるのだ。

　今日まで数々の国難を日本は、教育を通

して若者たちを立派な人間として育てあげる

ことで乗り切ってきた。今度は、その力をス

トリートチルドレンを救うための教育につか

おう。私はそのためのコーディネーターとして、

日本と外国との架け橋的な役割を果たしたい

と願っている。2025年、日本は世界で最も

若者たちで賑わう、進化した元気な国となっ

ている。

1） 毎日新聞　2011年1月14日　東京版　朝刊
2） h t t p : //www.mu r c . j p /r e p o r t / r e s e a c h /

monndai/1996/monndai199701.html
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　私が小学校3年生の頃、某ファーストフー

ド店で注文をしようとしていた時のことです。

カウンターのメニューを見て、ふと顔を上げる

と、目の前には高校生ぐらいの女の人がいま

した。見渡してみると、他のレジの前にいる

人も、後ろでポテトを揚げている人も、みん

な学生の人たちでした。私はこのことにひど

く驚きました。

　私が幼少時代シンガポールに住んでいた

時のことです。その頃もよく某ファーストフ

ード店に足を運んでいました。同じようにカ

ウンターで注文をしようと店員さんを呼ぶと、

出てきたのはおばあさんでした。これとこれ

が欲しいと言うと「OK」と笑顔で応対してく

れました。テーブルの上の私が食べ終えた後

のトレーを片付けてくれたのも、おじいさんで

した。

　家の近くのガソリンスタンドで車にガソリ

ンを入れようとしたところ、「HELLO～」と

言いながらおじいさんが車の窓をきれいに拭

いてくれました。その人は歯がところどころか

けた元気なおじいさんでした。

　シンガポールの飲食店のどこを覗いても必

ず一人はおじいさん、おばあさんの店員がい

て、逆に学生らしき人はほとんど見かけなか

ったのです。

　日本はどうでしょうか?　見渡してみると、

おじいさん、おばあさん集まれ !

帝塚山高等学校1年

千島 奈々 ちしま なな

居住していたシンガポールと日本の社会を比較して、
説得力ある論旨を展開。高齢者のパワーを社会に活
かすという発想が、審査委員の心をつかみました。
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飲食店の窓にはこんなチラシが張ってありま

す。「アルバイト募集!　高校生は時給900

円～」。チラシに「高校生」の文字が躍って

いる状況ですから、レジカウンターにおばあ

さんの姿は一人もありません。むしろ学生が

圧倒的多数です。

　日本に帰って来た時、私は驚きました。ア

ルバイトで働いている方の年齢層がぐっと低

くなったからです。私はその時何か違和感を

感じました。そして、なぜおばあさんがいな

いのだろうと疑問に思いました。なぜ店は若

い人ばかり雇うのだろうとも思いました。若

くなくてもまだまだ働ける人はたくさんいます。

若い人に比べて経験も豊富でしょう。

　私のおばあちゃんは毎朝近くの友人とウォー

キングをするほど元気があります。以前私が

おばあちゃんに「また働いてみたい?」と聞く

と、笑って、「そりゃあ、できるなら」と話して

いました。しかしその後、「でもなかなかで

きないよねぇ」と言い、「雇ってくれる職場が

あればねぇ。どんどん働くんだけどねぇ」と言

いました。なぜ、働くお年寄りの数が少ない

のか?　お店がお年寄りを雇わないこともあ

ると思いますが、そもそもお年寄りがあまり面

接を受けに行かないからです。そこでまた疑

問がわきました。なぜ面接を受けに行かない

のか、ということです。その理由は、ファースト

フード店で働くのは若い子という先入観が社

会一般にあるからだと思います。お年寄りの

中には、自分が足を引っ張るかもしれないと

いう不安を持っている人もいるかもしれません。

しかし何より、その先入観が、お年寄りの社

会復帰の妨げになっているのではないでしょ

うか?

　今日本で、「無給無年金」の期間がある人

が増えているという問題があります。会社を

退職してから年金をもらうまでに「空白」の期

間があるということです。一般的に会社を退

職するのは55歳です。ところが年金をもらえ

るのは、60歳を過ぎてから。この5年間の空

白の時間、退職された方に収入はありません。

収入がないと趣味に没頭できないどころか、

生活すらままなりません。では働くか、となっ

ても働きやすい環境が整っていません。アル

バイト先の職場は若い人で溢れています。ま

だ学校に通っている人もいます。そんな中で

改めて新しい環境になじむのは大変です。リ

タイヤしたけど、もう一度働きたい ! と思う人

と仕事をつなぐ窓口が必要です。

　以前ある大学教授が、こんなことを言っ

ていました。「学生は時間が大切。バイトを

するよりも、その分の時間を勉強に使うべき。

一時的にお金を稼ぐよりも、資格をとったり

するほうが、生涯賃金は遥かに多い」。私は

この言葉に衝撃を受けました。私はアルバイ

トをしている高校生、大学生に理由もなく憧

れていました。「アルバイト」という言葉の響
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きをとてもかっこ良く感じていたのです。私の

学校はアルバイトが禁止されているので、「じ

ゃあ大学に入ったら……」と計画までしていま

した。しかし、この大学教授の発言からアル

バイトに対する見方が変わりました。逆にア

ルバイトする学生の方々は随分時間を無駄に

しているのではと思うようになりました。

　確かに、自分でお金を稼ぐという経験は

学校では体験できません。アルバイトを通し

て人との接し方や、お金の大切さも分かると

思います。でも、勉強に専念できる時期は学

生の時だけです。学ぶ時期に、しっかり学

ぶ。社会に出たら嫌でも働かなくてはならな

いのだから、勉強できる時にしておくべきです。

今は力をため込む時期です。

　しかし現状は違います。某ファーストフー

ド店、レストラン、スーパーマーケット、レン

タルビデオ店……。どの店にもアルバイトの

学生店員がいます。学費を稼ぐ、生活費を

稼ぐ人ももちろんいるでしょうが、大半が小遣

い稼ぎを目的にしているのではないでしょう

か。一時的な収入増と、生涯を通じた収入

増、どちらが良いかは一目瞭然です。では、

学生の皆さん、その「席」をお年寄りに譲っ

てみませんか。

　そこで提案です。より多くのお年寄りが働

けるように、55歳以上の方限定の派遣会社

を作ってはどうでしょうか。会社は退職したけ

ど、まだまだ働きたい方を集めて、要望を聞

き、その人に合った仕事場を提供するのです。

　しかしこれでは、一般的な派遣会社と同じ

です。そこで、同じ仕事場になるべく多くの

55歳以上の方を派遣し、気兼ねなく仕事で

きる環境を整えたいと思います。若い人がい

るとどうしても仕事がそちらにまわったり、体

力的な部分で引け目を感じてしまう方もいら

っしゃると思います。私のおばあちゃんも同じ

ようなことを言っていました。同じ年代の人が

いると安心して、新しく物事に取り組むことに

自信が付きます。私も今のクラブに入った頃

は、同じ学年の子がおらず、心細い思いをし

ました。それでも、後から同学年の子が次々

と入って来てくれたので、以前よりも楽しくな

りました。楽しく仕事をするためにも環境づく

りは大切です。

　少子高齢化社会が叫ばれている中、今の

日本を元気にするには、私たち若者の力だけ

では足りません。日本にはパワーを持て余し

ているお年寄りがたくさんいます。私は将来、

そんな方たちに仕事を紹介する会社を作りた

いです。そして入るお店入るお店が、おばあ

さん、おじいさんの無料の笑顔で溢れるよう

にしたいです。

　2025年、私は30歳。私の母は59歳。お

ばあちゃんは85歳になります。元気なおじい

さん、おばあさんを集めて表舞台に復活して

もらい、年齢にとらわれない社会にしたいです。

　大阪府知事の橋下さんは「子どもが笑う
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大阪」を目指しています。子どもは橋下さん

にお任せするので、私は、「お年寄りが笑う

日本」を目指します。
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募集告知から審査、
そして表彰まで

NRI学生小論文コンテスト2011
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駅で… 学校で…
コンテストの告知を展開
全国の大学敷地内の掲示板や書店のインフォメー
ションコーナーなどに、ポスターやチラシを張って、
コンテストを告知。利用者の多い駅の構内にも、コ
ンテストのポスターを掲示して、開催をアピールしま
した。さらに、NRIの有志社員が、出身校にメッセ
ージを添えてポスターやチラシを送ったり実際に足
を運んで学生たちに直接呼びかけたりする告知活
動に参加しています。（詳しくはP92）

東京藝術大学上野キャンパス大学生協の掲示板

横浜国立大学保土
ヶ谷キャ

ンパス大学生協の
掲示板

東京駅丸の内OAZOの
地下通路

大阪府池田市の
石橋駅構内

慶應義塾大
学日吉

キャンパスの
掲示板

立教大学池袋キャンパスの書
店

募集告知

“日本を元気にする”を掲げ
論文コンテストがスタート！

2011年のコンテストのテーマや募集要項をNRIのホームページ上に発表したのは5月10日。
以降、今年も多くの皆さんにコンテストに応募いただこうと、告知活動を展開しました。

まずはチラシやポスターの配布。新聞や雑誌に広告も掲載。

全国の高校や大学にも案内を送りました。

「2025年」という
テーマについて
約14年後の2025年、高校生から大学院生の
皆さんは30代を迎えているはずです。社会を
担う一員となった自分を想像して、そのとき何
ができるのかを具体的に考えてほしいとの思
いから、「2025年」を今年のテーマにしました。

“日本を元気にする”
を掲げた理由
景気回復の道筋が見えないなか、東日本大震
災の影響を受け、日本の閉塞感はさらに強ま
っています。“日本を元気にする”というキー
ワードには、若い皆さんの斬新で力強い提案
によって、この閉塞感を打破して日本を元気
にしてほしいという期待を込めました。

ペア応募のねらい
毎年、考察不足の残念な論文が少なくありま
せん。そこで、話し合うことが考えを研き深
めることにつながるのではないかと、ペアで
の応募を受けつけるようにしました。
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論文要約投票の感想

「本文を読みたいと思わせる、論文の内容がわかり
やすいものを評価しました」

「キャッチーなキーワードが入っているものは興味を
引きます」

「執筆者の熱い思いが要約からも感じられたので本
文を読んでみたいと思いました」

「主張したい点がはっきりと書かれているものを選
びました」

論文の要約も
審査の大切なポイント
応募論文には、大学生・留学生は 400字程度、
高校生は200字程度の要約をつける必要があ
ります。この論文の要約も、審査項目の一つ
です。2次審査の対象となった論文について
は、NRI社員が論文の要約を読んで投票を行
いました。投票の結果には、2次審査会の参
考として審査委員も目を通しています。

論文要約投票の評価基準
・論点やテーマ、着眼点の独自性
・提案や解決策のスケールの雄大さ
・視野の広さ

上記の視点から、最も優れていると考える1作
品を選んでNRI社員が投票しました。

募集　2011年 6月1日～9月7日  コンテストの告知活動を通じて応募を呼びかけ

事前審査　9月15日～10月3日  事務局で応募論文が審査基準を満たしているか確認

1次審査　10月5日～10月20日  NRIグループの社員が論文を評価し20点の論文が2次審査へ

2次審査　10月24日～10月31日  9名の2次審査委員が論文を評価

2次審査会　11月1日  2次審査委員が集まり入賞論文を選出

入賞論文発表　11月4日  NRIホームページで発表

審査

いくつもの段階を経て
決定される入賞論文

入賞論文を決定するまでには、

事前審査、1次審査、2次審査という3つのステップを踏みます。
事務局での事前審査の後、一定の基準をクリアした論文がNRI社員による1次審査に進みます。
どの審査においても、規定の評価基準に基づいて慎重に評価されます。

1次審査で評価が高かった20点の論文が2次審査に進み、
2次審査会において入賞論文が確定します。

評価基準以外の
プラスアルファ
上記に該当しない点を評価
評価基準以外の尺度で高く評価された
論文は、この項目で加点されます。例え
ば、執筆者の熱い思いや、独自の調査・
取材などが評価されます。

論文審査の評価基準
テーマと論点の整合性

考察力・分析力
•論点やテーマ、着眼点の独自性・斬新さ
•具体例、数値を使用するなど
論点のわかりやすさ
•論点への考察の深さ

提案力
•提案や解決策の独自性・実現性
•提案や解決策のスケールの雄大さ、
視野の広さ
•提案内容、主張の明快さ

文章力
•論文構成のわかりやすさ、文法の正しさ
•誤字・脱字の少なさ
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全体を通して、3月11日の東日本大震災後の日本について問
題意識を持って執筆された論文が多く見られました。高校生
の論文は、応募数が増えたためかバラエティーに富んでいま
した。高校生らしい夢のある提案は、読んでいてわくわくし
ます。大学生に関しては、しっかりと構成された論文が増え
た印象ですが、論文執筆に当たっては、想像力を働かせて自
分の主張に対する反論について考えてみることも大切。それ
をつぶしていくプロセスを経ることで、論文はさらに完成さ
れていくものだと思います。留学生の論文は、日本という国
の特徴をとても的確にとらえていて非常に感心しました。留
学生らしい独自の視点をもっと押し出せると、より魅力的な
ものになったのではないでしょうか。

特別審査委員

池上 彰 さん
ジャーナリスト

特別審査委員

最相 葉月 さん
ノンフィクションライター

今年は、地震や津波、台風などさまざまな自然災害、そして
原発事故という非常にショッキングな出来事があり、科学技
術や社会、自然に対して人間がどう向き合えばよいのか、深
いところで問われた1年でした。そういう年に学生の皆さん
がどんな未来を描くのか、たいへん興味深かったです。論文
からは、皆さんが積極的に日本の未来を切り拓いていこう、
変えなければいけないという意識を持っていることを感じ取
り、頼もしく思いました。高校生の論文はユニークな提案が
多く、とても面白かったです。大学生と留学生は、論文のレ
ベルは高いのに執筆者の個性があまり出ていないところが
残念でした。今年は、私が昨年提案させていただいたペア
での応募も多くあり、嬉しく思っています。

審査委員長

椎野 孝雄
理事

今年は、論理的で構成力のある「論文らしい論文」が多かっ
たと思います。停滞している大人の社会への、若い世代から
の挑戦とも受け取れるような斬新な論文もありました。高校
生については、筆者の体験から興味のある分野を掘り下げて
執筆されていて、楽しく読ませてもらいました。留学生の、日
本のことをよく調べて執筆している点は評価しています。欲
を言えば、母国と日本の対比が含まれているとより素晴らし
かったと思います。大学生は、問題提起、事実検証、提案と
いう論文の構成をきっちり意識した作品が多かったです。皆
さん書籍やインターネットを活用してきちんと調べて執筆し
ていますが、文献調査だけでなく、独自の調査を実施してい
る論文には、とりわけ説得力を感じました。

2次審査会

完成度の高い
論文を前に
議論にも熱が入る
審査会

2次審査は、審査委員長を務めるNRI理事の椎野孝雄に、
特別審査委員の池上彰さんと最相葉月さん、

6名のNRI社内審査委員が一堂に会し、
議論を深めながら進めます。

2次審査に残った20作品の中から、
10点の入賞論文を決定しました。
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毎年、皆さんの論文には非常に感心させら
れています。独自の視点で書かれている、独
創性のある論文を高く評価しました。今年は、
留学生よりも大学生の論文の方が、斬新な
発想の面白いものが多かったと感じました。

審査委員

淀川 高喜
研究理事

皆さんから湧き出てくるさまざまな新しい提
案を、毎年楽しみにしています。大学生と留
学生は非常によく勉強して論文を執筆して
いますが、あっと驚かされるような、革新的
なアイデアは少なかったように感じました。

審査委員

中元 秀明
イノベーション開発部

毎年、ユニークな発想と夢のある提案に出会
えるため、特に高校生の論文は、読むのが楽
しいです。なかでも、具体的な将来の夢に触
れているものや、ビジネスとしての側面を意
識しているものに注目し、高く評価しました。

審査委員

野村 武司
コーポレート
コミュニケーション部長

審査委員

横山 喜一郎
CSR推進室長

今年は、大学生の論文の質が上がったと感
じました。高校生については、アイデアの
面白さを優先して評価しました。文章から
筆者の思い入れの強さを感じられる論文は、
引き込まれるし、好感が持てます。

審査委員

三浦 智康
執行役員、
総合企画センター長

初めて2次審査会に参加しました。提案の
キーワードは優れているのに、説得力のあ
る論旨を展開しきれていないものがあった
のは残念です。このコンテストを、文章を書
く訓練の機会ととらえて、より多くの人たち
に挑戦してほしいと思います。

審査委員

野呂 直子
人材育成戦略部、
人事部

今年は東日本大震災を通して考えたことが論
文に盛り込まれており、感慨深く読ませてい
ただきました。学生の皆さんが夏休みという
貴重な時間を割いて執筆した論文を読むこと
は、楽しみでもあり、同時に緊張もしますね。

80 81    



挨拶をするNRI代表取締役社長の嶋本正 NRI社員を前に自分の論文を発表する学生たち

論文発表会

NRI社員に向けて
入賞者がアイデアや夢を提言

NRI本社の会議室で11月22日の夕方、
「NRI学生小論文コンテスト2011」
論文発表会が催されました。

NRI代表取締役社長の嶋本正をはじめ、
1次審査に参加した有志のNRI社員、
2次審査委員ら約40名に向けて、
9名の入賞者たちが
論文にまとめた自身の提言内容を発表しました。

　論文発表会は、NRI代表取締役社長の嶋本正

の挨拶で始まりました。嶋本は「論文コンテスト

を通してNRIと一緒に日本の未来について考え

てもらいたい。今年の大きな出来事として東日

本大震災があったが、先行きが不透明な状況で

も、どんどん勉強とリサーチを進めて先を見通し

ていく姿勢を持ち、意識して自らの力を磨いてほ

しい」と述べ、入賞者たちの未来に向けてエール

を送りました。

　この後、大学生4名、留学生 2名、高校生 3名

の入賞者が一人ずつ前に出て、論文の概要をまと

めた資料とともに発表を行いました。発表の持

ち時間はひとり5分。NRI社員を前に、入賞者た

ちは緊張した表情を見せながら、自分の論文を

解説していきました。

　会場では、メモを取りながら発表を聴く姿が多

く見られました。学生たちの堂々とした発表に圧

倒されたNRI社員もいたようです。発表後の質

疑応答では、論文執筆にあたり調査した内容の

具体的な例や、提案を実現するための現実的な

施策などについて質問が出ました。質問に対して、

発表者は考えをまとめながら、丁寧に答えていま

した。

入賞者とNRI社員との懇親会
論文発表会の後は部屋を移動して、懇親会が
催されました。入賞者とNRI社員が飲み物な
どを手に、応募のきっかけや執筆の苦労話な
どを語り合う姿も見られました。入賞者たち
の、発表会用の資料づくりに初めて挑戦したと
いう声や、NRI社員を前に発表するのはとて
も緊張したという感想などが聞こえるなか、和
やかな雰囲気で懇親会が締めくくられました。
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留学生の部  優秀賞

李 晨君 さん

高校生の部  大賞

伊藤 愛里咲 さん

論文執筆のきっかけは、東日本大震災で被災した東北の復興モデルを

提案したいと思ったことでした。不要なものからエネルギーを生み出し

て交通インフラに活用するという案を思いつき、この技術を東北から世

界に発信していくことに意義があると考えました。未曾有の大震災を受

け、閉塞感が強まっていく日本を、この先引っ張っていくのはわれわれ

の世代です。論文執筆を通して、小さなことでも世の中に発表すること

で共感を生み、世の中を変えていくきっかけになると感じました。

中国で日本語を勉強していたときに、日本の強さを実感し、「グローバ

ル化する世界のなかで、日本と日本の企業はどのような方向に進んでい

くのだろう」と考えを巡らせていました。日本も日本の企業も優れてい

ますが、今までとは違ったアピールで世界に魅力を伝えていくにはどう

すればよいのか。そんなことを考えながら論文を書き進めました。日本

に留学してまだ間がなく、日本語で論文を書いたのは今回が初めてです。

受賞できるとは思っていなかったので本当にうれしいです。

仙台に住んでいることもあり、東日本大震災はとても身近な出来事で

す。今回、論文を書くにあたっても、震災について触れることにしました。

授業以外で論文を書いたのは今回が初めてでしたが、思ったよりもスム

ーズに執筆することができました。小学生の頃から研究していたヒキガ

エルを題材に、放射能除去について書いた論文で大賞を受賞できたこ

とはとてもうれしいです。現在は運動部の部活動に熱心に取り組んで

いますが、将来的には農学部に進学して勉強を続けたいと考えています。

大学生の部  大賞

波利摩 星也 さん

「論文まとめるのはたいへんだった？」特別審査委員の最相さんとともに

論文に対する感想は気になるもの

家族もまじえて話が盛り上がります「本当におめでとう！」
入賞者同士、これから連絡を取り合います

授与式

入賞者の皆さん、
おめでとうございます！

　11月23日、品川のホテルラフォーレ東京でコ

ンテストの表彰状授与式が行われました。当日

は入賞者とその家族、学校関係者などを招いて、

入賞を祝いました。

　最初に、NRI取締役会長の藤沼彰久が列席者

の皆さんに祝辞を述べ、入賞者一人ひとりに表

彰状と副賞を手渡しました。入賞者たちは晴れ

やかで誇らしげな表情をたたえながら壇上に上

がり、表彰状を受け取りました。

　表彰状の授与が終わると、2次審査会の審査

委員長を務めたNRI理事の椎野孝雄が、それ

ぞれの論文の読後感を交えて講評を述べました。

続いて、特別審査委員を務めたノンフィクション

ライターの最相葉月さんが、入賞論文一つひとつ

にコメントを加えながら審査の感想とお祝いの

言葉を伝えました。

　祝賀会には入賞者とその家族、特別審査委員

の最相さん、審査委員を務めたNRI社員、来

賓者らが出席しました。和やかな雰囲気のなか、

最相さんやNRI社員と記念撮影をする入賞者の

姿や、入賞者同士で今後も連絡を取り合う相談

をする姿など、積極的に交流する様子が見られ

ました。

審査の講評に聞き入る入賞者たち

提案がきちんと評
価されました！

84 85    



留学生の目線から日本を観
察したこと、これからの日
本が改善すべきことを論理
的に書き、震災後の日本人
を応援する気持ちで応募し
ました。（大学2年）

就職活動中に考えたことを研鑽し、
形に残しておきたいと考えたため。
またそれが人の目に触れることで
何らかの影響を与えられれば幸甚
と考えた。（大学4年）

日本人が気づいていない日
本の魅力、強みを大勢の方
に伝えたくて、応募するこ
とにしました。（博士1年）

今回の提案によって、日本
人だけでなく、留学生や外
国人労働者など、日本社会
で生活するすべての人々が
笑顔で、共に同じ夢や目標
を抱き、互いに手を取り合
って「和」を尊重しながら共
生する社会になってほしい
と考えました。（修士2年）

学校で学んだ知識や関連書籍
を通じて自分なりの論理を持っ
ていたが、それを共有できる
場がなかった。未来の社会づく
りに自分のアイデアが反映され、
貢献できるかもしれないと考え
て応募した。（大学 3年）

自分の考えを整理し、第三
者による評価を受けたか
ったから。（大学 4年）

学内だけではなく、私の考えを広く
社会に伝え、それがいかに評価され
るか知るためです。多くの人に私自
身の考えを伝え、意見を聞くことに
よって、私の考えはより深まり、磨
かれると思います。（修士1年）

留学生大学生

コンテストへの応募動機

自分への挑戦、世の中への貢献が
応募のきっかけとなっています。

学生が活躍できる場を与えて
くれることに大変感動しまし
た。内容も面白そうだったの
で挑戦しました。（修士1年）

普段から経済に関心があり、将
来は日本経済の政策にも携わる
仕事に就きたいと考えているため、
自分の考えと真剣に向き合い、よ
りしっかりした考えを持ちたいと
思った。（大学 3年）

東日本大震災で、日本が窮地に
立たされている現状に対し、将
来を担っていく世代の一人とし
て、自分の国の実情を知り、未
来に何を提案できるか試してみ
たかった。（大学 3年）

今年日本が経験した大震災で、リ
アルタイムに自分が感じ、考えたこ
とを少しでも多くの人へ伝えたかっ
たから。大学生という今しかない瞬
間の感性で、感じたことを形として
残しておきたかった。（大学 3年）

自身が取り組む研究活動の
アウトプットの一環としてち
ょうどよい機会と思い、応
募しました。学部・修士課程
で培った知識が、政策提言
として将来の日本に少しで
も寄与できればと考えてい
ます。（修士1年）

日本の未来への提言を行うという、
知的好奇心を刺激される、また大
きな意義を感じるテーマに挑戦し
たいと考えたため。（大学 4年）

日本の未来の可能性に向け
て、興味深い題目で論文を募
集しており、毎年気になって
いた。最後の学年なので挑戦
しようと思った。（大学 4年）
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大人がつくってくれている日本に住
む今の自分が、社会をつくる側に回
ったとき、どのようなことができる
のか考えてみたかった。（高校3年）

自分の考えを人々に伝え
たいと感じていたため。
（高校 3年）

夏休みを利用して何かに挑戦
してみたかった。（高校2年）

自分の将来をしっかり見つ
め直すきっかけにしようと
思いました。（高校 3年）

日本が大好きだけれど、その思いを
文章にしたことがなかったため、こ
のコンテストを良い機会として思い
をつづろうと思った。（高校1年）

夏休みに、このコンテストのテーマ
に則って、世界の動きを考慮しながら、
日本の将来について考えてみるのは、
これからの社会を担っていく私たち
にとても良い経験になると思ったの
で、応募しました。（高校2年）

日本が好きだから。国際化
していく世界の中で、日本が
世界に負けない誇りを持っ
た国になるために、日本で
育った私に何ができるか探
りたかった。（高校2年）

コンテストへの応募動機

チャレンジ精神や思いを伝えたい気持ちが
論文執筆のベースにあります。

高校生

日本は今回未曾有の災害に見舞
われて、私自身も次世代を担う
一人として日本の復興にしっか
り携わっていかなければいけな
いという思いが芽生えてきまし
た。これまではぼんやりと考え
ていた自分なりの考えをしっか
りと固め、これからの自分が志
す方向性を確認したいと思った
のが動機です。（高校2年）

以前から日本の社会的課題や国際問
題に関心があり、その解決に少しで
も貢献したいと思っていました。私の
夢を実現させるには、自分が考える
ことの必要性や効果を論じ、多くの人
に納得してもらわなくてはなりません。
その第一歩として自分の考えをまとめ、
伝えることに挑戦してみたいと思って
応募しました。（高校2年）

去年もこの小論文コンテストに参加
しましたが、不満足な結果に終わりま
した。今年こそは大賞を取りたいとい
う気持ちで挑みました。（高校2年）

高校生の間に本格的な小論
文を書く絶好の機会だと考
えました。また、この小論
文を書く作業の中で、自分
の将来の進路について、も
う一度深く見つめ直そうと
思ったからです。（高校2年）

高校生となった今、将来のことを
少しずつ考え、目指す姿を小論文
として現在書き表すことで、これか
らも夢に向かって日々精進していく
ことができるのではないかと考え
ました。（高校1年）

自分の将来について、
一度ちゃんと考えてみ
たかった。（高校1年）
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高校生にとっても、東日本大

震災の影響はきわめて大きい

と実感しました。この問題を取

り上げた高校生は、問題解決

に前向きに挑戦しようとしてお

り、大変たくましく感じました。

（本社管理／男性）

普段目にすることがない高校

生の考えを垣間見ることができ

て、とても良い経験となりまし

た。全体的に日本の将来につい

ては、悲観的であったのが少々

残念です。せめて若者たちには、

将来に対して夢や希望をもっと

持ってもらえるような社会にし

ていかなければならないと、考

えさせられました。（システムエ

ンジニア／男性）

皆さんの作品を読みながら、自分

が高校生のころはどんなことを考

えていただろうか……と思い出し

ます。（事業部マネジメント／女性）

高校生ながら、将来自分のやりたいこと

が見えているのをうらやましく思いました。

2025年の日本社会の予想や世界の位置づ

けについての記述がされていると、より、テ

ーマに沿った内容になってよかったと思いま

す。高校生らしい独自性のあるもの、実現性

よりも創造力が感じられる発想がでてくるこ

とを期待しています。（本社管理／女性）

高校生が社会について、しっか

り考えているということがわかり、

びっくりしました。自分の高校時

代と比べて、なんと優秀な！ と

いうのが率直な感想です。（シス

テムエンジニア／男性）

どの論文も応募者それぞれの経験や興味な

どが違ったストーリーを作っており、興味深

く読ませていただくとともに、斬新な発想・

高い問題意識にはっとすることも多かった

です。高校生にとって、普段心にしまってい

た夢を文章にすることで、もう一度考えを

深くする良い機会になったのではないかと

思いました。（システムエンジニア／男性）

高校生

若者ならではの型にはまらない

斬新なアイディアが欲しかった。

既存のレールに縛られない「夢」

を持った若者の登場を切に願う。

（コンサルタント／女性）

皆さんしっかりした日本語で、内

容のある論文を書かれているの

は素晴らしいと思った。惜しむら

くは、せっかく日本を客観的に見

られる立場であるはずなので、「日

本人は当然と思っているが、外

から見たら当然ではない」ことを、

体験とともに生々しく語ってほし

かった。（コンサルタント／男性）

個別的な実情や主観的なこだわりも見ら

れましたが、基本的に構成がしっかりして

おり、課題解決に向けた処方箋の具体性

も高かったと思います。大学生の皆さんが、

社会に存在している各問題等について、自

分たちで深く考え、ナレッジを一生懸命集

積させてコンテストに応募したことは、大

変貴重な経験になると思いました。（シス

テムエンジニア／男性）

日本全体を論じているものは具体性や独自

性の点で弱く、個別テーマを論じていたもの

のほうが面白かったです。全体的に、「まとめ」

が弱いので、最後にもう少しメッセージ性を

出すと、もっと締まってよかったのではない

かと思います。（システムエンジニア／男性）

楽しく読み、また審査をす

ることができました。着眼

点や主張などが“自分の言

葉”として伝わってきたか

どうかを重視して評価しま

した。（本社管理／男性）

大学生には難しいテーマだと感じたが、そ

れぞれの論文を読むと、皆、しっかりと考

えているばかりでなく、よく勉強している

ことがわかりました。驚くほどの完成度で

です。（海外拠点マネジメント／男性）

震災を経て、自分ごととして今の大学生が、日本

はどうあるべきなのか、考えていることを少し垣

間見ることができました。未曾有の災害が起こっ

たからこそ、自分ごととしてもっと論文を書いて

ほしかったと思います。（コンサルタント／女性）

斬新な考えや提案が論述された論

文も多くあり、社会に出て常識や

定型に捉われつつある自分の思考

過程の「固さ」に気づかされました。

（システムエンジニア／男性）

留学生が日本のホスピタリティや礼儀を

将来の軸とすべきだと考えていることが、

新鮮だった。（システムエンジニア／男性）

日本人の精神や慣習、文化をビジネスの強みに

していこうという点は共通した主張だった。こ

の点は改めて自分の業務を見直すきっかけとな

り、大変参考になった。（コンサルタント／男性） 留学生

大学生

NRI社員による審査の感想

学生の論文を読んで
社内審査委員が感じたこと
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立命館大学

中村 広志（情報システム部）は母校を訪問
担当の方にとても協力的に対応していただ
き、うれしく感じました。私が卒業した理工
学部・理工学部研究科のあるびわこ・くさつ
キャンパスの学生オフィスに、ポスターを掲
示いただき、一番目立つ場所に冊子やチラ
シを置いていただきました。

広島県立安古市高等学校

小室 一彦（STAR営業推進室）が学生たちに応募を呼びかけ

母校の2年生の生徒320名を前に、授業の
一環として、コンテストへの応募を呼びかけ
ました。身近な事例を挙げながら、NRIとい
う会社を知ってもらい、「2025年のわたし」
をテーマに将来の自己像を考えていただきま
した。論文の執筆が、進
路決定のきっかけの一つ
になってくれるとうれし
いと感じました。

宮崎日本大学高等学校

若友 千穂（社会システムコンサルティング部）が
先生にコンテストをアピール

先生方には「東京の風を感じられるNRI学
生小論文コンテストに応募することは、生徒
たちにとってたいへん刺激になる」と喜んで
いただきました。ま
た、「理系大学志望
の学生たちがNRI
に対して憧れを抱い
ている」というお話
を先生からうかが
うこともでき、私自
身にとっても励みに
なりました。 毎年訪ねています

協力的な対応に感謝

体育館で学生たちに説明

福岡県立伝習館高等学校

池上 英次（KPプロジェクト推進部）は
母校の校長先生にコンテストを紹介

母校の校長先生に会ってコンテストについて
解説しました。校長先生からは「文章を作成
するということは、頭の中の自分の考えを整
理できるので非常に良い」「弁論部や演劇部
にはよいテーマではないか」といった前向き

なコメントを
いただき、生
徒たちの応
募に期待と
手応えを感じ
ました。

NRI社員のコンテスト告知活動

皆さんの高校・大学を
NRI社員が訪問

コンテスト告知活動の主力となるのが

有志のNRI社員による学生たちへの呼びかけです。
母校やゆかりのある学校に、

ポスターやチラシと一緒に

応募を呼びかけるメッセージを送ったり、

実際に学校まで足を運んだりして

告知活動を行いました。

母校でコンテストを
アピール（右が池上）

会津大学

崔 裕二（流通グローバル事業推進部）は
会津大学の講演でコンテストを告知

先生方からは「卒研生の論文の練習に良さ
そうだ」という反応を
いただきました。また、
「『文章表現法』という授
業の参考にしたい」とい
う感想もあり、大学の授
業の一環としても意識し
てもらえているようです。

学生を前に講演

92 93    



「河北新報」2011年11月22日夕刊

「オルタナS」
http://alternas.jp/

「J-castニュース」
http://www.j-cast.com/

「高校生新聞」2012年1月10日

記事掲載報告

NRI学生小論文コンテストが
メディアにも掲載されました。
その一部を紹介します。

「日本教育新聞」2011年12月12日

おわりに

2011年は、東日本大震災や原子力発電所の事故、

ユーロ危機などをきっかけに、世界のあちこちで、先送りされてきた

数々の問題や矛盾があらわになりました。

同時に、私たちは「未来への責任」として、

先送りを減らす覚悟を求められることになりました。

そうした年に行われた今回の「NRI学生小論文コンテスト」。

多くの応募者の方が、「未来への責任」を果たす覚悟や提案を

論文にしてくださいました。喜ばしく思います。

今年も多くの学校に、コンテスト告知にご協力をいただきました。

また、学年や学級、ゼミ、研究室などで、

応募を学生に勧めてくださる先生方も増えてきました。

協力してくださった先生方、関係者の皆様に心より感謝申し上げます。

このコンテストが、学生の皆さん、ひいては

日本や世界のよりよい未来につながるところがあれば幸いです。

2011年12月

「NRI学生小論文コンテスト2011」事務局
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